


【
学
界
動
向
】

プ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
宮
廷
史
関
連
史
料
に
つ
い
て

フ
ラ
ン
ス
地
方
文
書
館
点
描
｜

は
じ
め
に

筆
者
は
、

フ
ラ
ン
ス
中
世
後
期
（
一
四
・
一
五
世
紀
）

の
地
域
史
を
専
攻
す
る

者
で
あ
り
、
本
稿
で
は
、
主
に
フ
ラ
ン
ス
北
端
の
リ
ル
市
（
F
巳
己
で
二

O
一
九
年
か

ら
二

O
二
O
年
に
か
け
て
実
施
し
た
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
宮
廷
史
に
関
す
る
資
料
調
査

の
事
例
を
紹
介
す
る
。
但
し
、

比
較
の
た
め
関
連
す
る
都
市
デ
イ
ジ
ョ
ン
の
事
例

も
そ
の
都
度
取
り
上
げ
た
い
。

「
ブ
ル
ゴ

1
ニ
ユ
宮
廷
」
と
は
、
本
来
フ
ラ
ン
ス
中
東
部
の
プ
ル
ゴ

1
ニ
ュ
公

領
（
概
ね
現
在
の
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
地
方
）
を
支
配
し
た
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
が
、
支

配
領
域
そ
の
他
で
営
ん
だ
移
動
宮
廷
の
こ
と
を
指
す
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ブ
ル

ゴ
I
ニ
ユ
公
は
、
現
在
の
ベ
ネ
ル
ク
ス
や
北
仏
を
も
含
む
低
地
地
方
ま
で
を
次
第

に
領
有
し
て
い
っ
た
た
め
（
こ
の
複
合
的
な
諸
領
邦
を
総
称
し
て

ユ
公
園
」
や
「
プ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
国
家
」
と
呼
ぶ
）
、
フ
ラ
ン
ス
主
国
の
首
都
パ
リ
や

「
プ
ル
ゴ

l
ニ

南
北
に
分
か
れ
た
自
領
の
聞
で
、
そ
の
宮
廷
に
は
移
動
が
絶
え
な
か
っ
た
。
例
え

中

堀

博

司

ば
、
第
三
代
公
フ
イ
リ
ッ
プ
・
ル
・
ボ
ン
（
善
良
公
、
在
位
一
四
一
九
六
七
年
）

は
、
取
り
巻
き
の
廷
臣
貴
族
や
上
下
級
の
家
政
役
人
、
あ
る
い
は
親
族
ま
で
を
も

含
め
て
随
時
七

0
0
5八
O
O
人
の
従
者
を
伴
っ
た
。

一
四
三
五
年
に
デ
イ
ジ
ヨ
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ン
か
ら
リ
ル
ま
で
公
妃
イ
ザ
ベ
ル
や
赤
子
の
嫡
子
シ
ャ
ル
ル
を
も
同
伴
し
た
際
に

は
、
各
々
四
頭
か
ら
六
頭
の
馬
に
曳
か
れ
た
七
二
台
の
荷
馬
車
を
要
し
、
長
い
行

列
で
の
旅
だ
っ
た
と
い
う
。
高
価
な
衣
装
や
宝
飾
品
を
身
に
ま
と
っ
た
公
た
ち
は
、

入
市
式
や
結
婚
式
等
の
儀
礼
や
祝
祭
を
繰
り
広
げ
、

し
ば
し
ば
騎
馬
槍
試
合
や
余

興
を
交
え
た
饗
宴
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
を
は
じ
め
と
し

た
初
期
ブ
ラ
ン
ド
ル
画
家
、
貴
重
な
宝
飾
品
を
残
し
た
金
銀
細
工
師
ジ
エ
ラ
ー

ル
・
ロ
ワ
イ
エ
、
彫
刻
師
ク
ラ
ワ
ス
・
ス
リ
ュ

l
テ
ル
、
中
世
音
楽
の
ジ
ル
・
パ

ン
シ
ヨ
ワ
な
ど
、
数
知
れ
な
い
芸
術
家
が
プ
ル
ゴ

1
ニ
ュ
公
や
そ
の
廷
臣
た
ち
の

後
援
の
も
と
で
輩
出
さ
れ
た
。
こ
の
四
代
百
年
に
及
ぶ
絢
嫡
豪
華
な
宮
廷
は
、

フ

ラ
ン
ス
を
は
じ
め
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
お
け
る
王
侯
貴
族
の
宮
廷
文
化

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

一
般
に
「
プ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
宮
廷
」
と



呼
び
慣
わ
さ
れ
て
い
る
。

史
料
の
伝
来
状
況
な
ど
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
の
事
例
が
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
・
と
し
て

ど
の
程
度
一
般
化
で
き
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
報
告
に
当
た
っ
て
次
の

点
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

ま
ず
、

日
本
史
の
資
料
調
査
や
研
究
手
法
に
対
す
る
比
較
対
照
の
素
材
を
提
供

す
る
こ
と
、
次
に
、
筆
者
の
個
人
的
な
経
験
を
踏
ま
え
て
過
去
二

0
年
聞
に
こ
の

分
野
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
か
を
考
え
直
し
て
み
る
こ
と
、

そ
し
て

最
後
に
、
若
干
啓
蒙
的
な
観
点
か
ら
筆
者
が
専
門
と
す
る
分
野
を
紹
介
す
る
こ
と

で
あ
る
。
一
点
目
と
も
か
か
わ
る
二
点
目
に
つ
い
て
は
、
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、

史
料
や
研
究
文
献
の
陸
自
す
べ
き
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
尽
き
る
だ
ろ
う
。

リ
ル
を
選
ん
だ
狙
い
は
、
受
け
入
れ
先
の
リ
ル
大
学
北
方
歴
史
研
究
所
に
こ
の

分
野
に
お
け
る
す
ぐ
れ
た
研
究
者
が
い
た
こ
と
に
加
え
、
岡
市
に
あ
る
ノ
l
ル
県

文
書
館
が
所
蔵
す
る
「
リ
ル
会
計
院
文
書
」
旬
。
ロ
含
含
宮
の
F
m目
『
宮
内
田

E

｛

2
）
 

B
E
Z
O園内田
o
E＝
。
）
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
か
つ
て
、
二

O
O
O年
か
ら
二

O
O二
年
ま
で
の
二
年
問
、

ワ
イ
ン
生
産
や
ロ
マ
ネ
ス
ク
教
会
で
名
高
い
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
地
方
の
中
心
都
市
デ

イ
ジ
ョ
ン

eN』

0
己
に
留
学
し
た
経
験
が
あ
る
。
リ
ル
と
デ
イ
ジ
ョ
ン
は
、
こ
こ
で

取
り
上
げ
る
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
国
史
・
官
廷
史
の
な
か
で
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
二
大
中
心
地
で
あ
る
。

そ
の
理
由
も
含
め
、
史
料
の
問
題
は
む
ろ
ん
研
究
そ
れ
自
体
に
か
か
わ
る
た
め
、

本
論
に
入
る
前
に
、
筆
者
の
研
究
対
象
に
つ
い
て
ま
ず
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

ブ
ル
ゴ
｜
ニ
ユ
公
固
と
そ
の
宮
廷

プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
固
と
は
、

四
代
に
わ
た
る
ヴ
ア
ロ
ヲ
家
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
が

一
四
・
一
五
世
紀
に
独
仏
聞
に
築
い
た
強
大
な
領
邦
国
家
で
あ
る
。
初
代
プ
ル
ゴ

ー
ニ
ュ
公
フ
イ
リ
ッ
プ
・
ル
・
ア
ル
デ
ィ

（
豪
胆
公
、
在
位
二
二
六
一
二
｜
一
因
。

四
年
）

lま

フ
ラ
ン
ス
玉
ジ
ャ
ン
二
世
の
第
四
子
、

つ
ま
り
血
統
親
王
で
あ
り
、

対
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ポ
ワ
テ
ィ
エ
の
戦
い

（
一
＝
一
五
六
年
）

に
お
け
る
そ
の
武
勇

が
称
え
ら
れ
て
、

一
コ
一
六
三
年
に
王
国
筆
頭
諸
侯
位
を
兼
ね
る
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公

位
を
譲
与
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
公
は
、
妻
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

八
四

年
に
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
ほ
か
主
に
三
つ
の
伯
領
を
相
続
し
て
、
南
北
そ
れ
ぞ
れ
に

ま
と
ま
り
を
な
す
領
土
を
治
め
る
広
域
的
な
領
邦
君
主
と
な
っ
た
。

ブ
ラ
ン
ド
ル
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伯
領
が
主
要
部
分
を
占
め
る
低
地
地
方
は
、
毛
織
物
工
業
を
背
景
に
当
時
の
ヨ

l

ロ
ッ
パ
の
な
か
で
も
北
イ
タ
リ
ア
と
並
ん
で
最
も
経
済
的
に
発
展
し
、
都
市
化
の

進
ん
だ
地
域
で
あ
る
。
こ
う
し
て
初
代
公
フ
イ
リ
ッ
プ
は
、

フ
ラ
ン
ス
主
位
に
次

（

3
｝
 

ぐ
地
位
と
低
地
地
方
の
経
済
的
な
富
の
双
方
を
手
中
に
収
め
た
の
で
あ
る
。

当
該
期
は
英
仏
百
年
戦
争
の
さ
な
か
で
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
派
と
ア
ル
マ
ニ
ヤ
ツ

ク
派
に
よ
る
主
圏
内
戦
、

そ
の
渦
中
に
お
け
る
主
太
子
シ
ャ
ル
ル

（
の
ち
に
ジ
ヤ

ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
に
助
け
ら
れ
、

フ
ラ
ン
ス
王
と
認
め
ら
れ
た
シ
ヤ
ル
ル
七
世
）

よ
る
第
二
代
公
ジ
ヤ
ン
・
サ
ン
・
プ
ー
ル
（
無
畏
公
、
在
位
一
四

O
四
ー
一
九
年
）

の
謀
殺
と
も
絡
み
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
は
、

フ
ラ
ン
ス
主
権
お
よ
び
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
王
権
と
並
ぶ
第
コ
一
極
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
宮
廷
史
の
射
程
は
こ
れ
ら
三
者
の
聞
に
と
ど
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ま
ら
な
い
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
同
格
以
上
の
相
手
と
婚

姻
関
係
を
結
ぶ
の
が
通
例
な
の
で
、
国
王
や
上
位
の
背
侯
と
な
る
と
必
然
的
に
国

際
結
婚
と
な
る
。
初
代
公
が
ブ
ラ
ン
ド
ル
伯
女
と
結
婚
し
、

ブ
ラ
ン
ド
ル
な
ど
を

獲
得
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
第
二
代
公
は
バ
イ
エ
ル
ン
公
家
（
傍
系
）
、
第
三
代
公

フ
イ
リ
ッ
プ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
家
、
第
四
代
公
シ
ヤ
ル
ル
・
ル
ニ
ア
メ
レ

l
ル
（
突

進
公
、
在
位
一
四
六
七
七
七
年
）

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
家
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
公
妃

を
迎
え
、
次
々
と
領
土
の
拡
張
や
対
外
関
係
の
構
築
を
進
め
て
い
っ
た
。
さ
ら
に

最
後
の
公
シ
ヤ
ル
ル
が
遺
し
た
娘
マ
リ
（
在
位
一
四
七
七
八
二
年
）

は
、
父
シ

ャ
ル
ル
没
後
す
ぐ
、

の
ち
の
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
（
皇
帝
在
位
一
五

O
八

ー
一
九
年
）

と
結
婚
し
た
。
そ
の
結
呆
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
家
の
遺
産
は
ハ
プ
ス

プ
ル
ク
家
へ
と
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
一
方
、
根
拠
地
で
あ
る
プ
ル
ゴ

l
ニュ

公
領
な
ど
の
一
部
は
武
力
制
圧
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
王
家
の
手
に
奪
わ
れ
た
ロ
こ

の
マ
リ
と
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
孫
が
一
六
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
「
陽
の
沈
ま
な
い

帝
国
」
を
築
い
た
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
（
皇
帝
在
位
一
五
一
九
五
六
年
）
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
ル
最
大
の
都
市
へ
ン
ト
で
生
ま
れ
た
カ
ー
ル
五
世
は
、

（

4
）
 

ま
さ
に
曽
祖
父
で
あ
る
最
後
の
公
シ
ヤ
ル
ル
に
因
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
。
母
方
の

一五

O
O年、

祖
父
母
は
ア
ラ
ゴ
ン
玉
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
二
世
と
カ
ス
テ
ィ

1
リ
ャ
女
王
イ
サ
ベ
ル

一
世
で
あ
り
、
こ
れ
ら
鋒
々
た
る
四
君
主
の
遺
産
が
す
べ
て
孫
カ
ー
ル
玉
世
（
ス

ベ
イ
ン
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
）

の
手
に
落
ち
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
近
世
ヨ

l
ロ

ツ
パ
の
国
際
政
治
を
規
定
す
る
フ
ラ
ン
ス
王
家
（
ヴ
ア
ロ
ワ
家
か
ら
ブ
ル
ボ
ン
家

へ
｝
と
ハ
プ
ス
プ
ル
タ
家
（
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
低
地
地
方
を

領
有
）

の
対
抗
軸
は
、
す
べ
て
こ
の
プ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
の
遺
産
問
題
に
端
を
発
し
て

、！》ロbz
 

こ
の
問
、

一
四
五
三
一
年
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
に
よ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ

イ
ノ
l
プ
ル
の
陥
落
（
ピ
ザ
ン
ツ
帝
国
滅
亡
）

l立

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
大
き
な
脅
威

を
も
た
ら
し
た
。
今
で
も
高
校
世
界
史
の
教
科
書
で
は
、
第
一
回
十
字
軍
（
一

O

九
六
年
）

に
始
ま
り

イ
ェ
ル
サ
レ
ム
主
園
の
滅
亡

（
一
二
九
一
年
）

で
終
わ
る

よ
う
に
十
字
軍
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
で
は
教
会
の
た
め
に
戦
い
煩
罪
を
得

る
行
い
と
し
て
広
く
十
字
軍
を
捉
え
る
見
方
も
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
場
合
、

時
間
的
に
は
ア
ッ
コ
ン
の
陥
落
（
一
三
九
一
年
）
以
後
も
、
果
て
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

に
よ
る
マ
ル
タ
島
占
領
（
一
七
九
八
年
）
ま
で
、
空
間
的
に
は
パ
ル
ト
海
沿
岸
、

イ
ベ
リ
ア
半
島
あ
る
い
は
地
中
海
沿
岸
の
ア
フ
リ
カ
ま
で
含
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
レ
コ
ン
キ
ス
タ
（
再
征
服
）
も
「
西
方
十
字
軍
」
と
み

20 

な
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
も
十
字
軍
国

家
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
中
世
後
期
の
十
字
軍
活
動
、

い
わ
ゆ
る
後
期
十
字
軍
を
代
表
す
る
君
侯

が
プ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
公

（H
ブ
ラ
ン
ド
ル
伯
）

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
遡
れ
ば
、

一
一
一
世
紀
初
め
の
最
初
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
主
は
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
家
の
血
を
引
く
者

で
あ
っ
た
し
、
第
四
回
十
字
軍
で
ラ
テ
ン
帝
国
（
一
三

O
四
六
一
年
）
を
建
て

た
の
は
ブ
ラ
ン
ド
ル
伯
ボ
ド
ゥ
ワ
ン
九
世
で
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
プ
ル
ゴ

l
ニユ

や
ブ
ラ
ン
ド
ル
か
ら
十
字
軍
遠
征
に
加
わ
っ
た
者
は
公
・
伯
以
下
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。
ま
た
、
第
三
代
公
フ
イ
リ
ッ
プ
が
父
公
ジ
ャ
ン
（
当
時
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
伯
）

公の
のニ
運コ
命ポ
を 日
予ス
感十
さ字
せ軍
る遠
も征
の中
で
ぁ一
一一九5瓦

六
年

に
生
ま
れ
た
こ
と
自
体
が
、
同



こ
の
よ
う
に
中
世
後
期
に
も
根
強
く
十
字
軍
思
想
は
続
い
て
お
り
、
東
方
の
十

宇
軍
国
家
の
内
部
で
発
生
し
、
常
備
軍
の
役
割
を
果
た
し
た
騎
士
修
道
会
（
修
道

騎
士
団
）

に
倣
っ
て
、
多
く
の
世
俗
君
侯
が
騎
士
団
を
創
設
し
た
。
そ
の
最
も
代

表
的
な
も
の
が
今
な
お
勲
章
制
度
な
い
し
は
宮
廷
外
交
の
ツ
ー
ル
と
し
て
連
綿
と

続
く
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
家
の
ガ
ー
タ
ー
騎
士
団
と
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
家
の
金
羊

毛
（
ト
ワ
ゾ
ン
・
ド
ル
）
騎
士
団
で
あ
る
。
因
み
に
、
金
羊
毛
騎
士
団
（
一
四
一
二

O
年
創
設
）

は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
が
創
設
し
た
ガ
ー
タ
ー
騎

土
団
（
二
二
四
八
年
創
設

の
規
約
を
範
に
し
て
、
第
三
代
プ
ル
ゴ

1
ニ
ユ
公
フ

イ
リ
ッ
プ
が
三
人
目
の
公
妃
イ
ザ
ベ
ル
を
迎
え
る
際
に
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
が
ガ
ー
タ
ー

（

6
）
 

騎
士
団
へ
の
誘
い
を
断
る
た
め
に
自
身
で
創
設
し
た
と
言
わ
れ
る
。
実
は
、
こ
の

年
代
記
作
者
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
シ
ヤ
ト
ラ
ン
に
拠
れ
ば

騎
士
団
は
六

O
O年
近
く
を
経
た
現
在
で
も
ス
ペ
イ
ン
の
公
式
な
勲
章
制
度
と
し

ベて
ス残
二り
世
も明
受治
勲・
し大
て正
し、

そ？患
の

天
皇
と
明
仁
上
皇
や

イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ザ

デ
ィ
ジ
ョ
ン
と
リ
ル

さ
て
、
我
々
の
研
究
対
象
は
、
上
記
の
騎
士
団
の
出
発
点
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で

脇
に
置
い
て
き
た
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
と
リ
ル
の
二
極
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た

し、。
ま
ず
、
初
代
公
フ
イ
リ
ッ
プ
は
、
早
く
も
一
一
二
八
六
年
に
は
、
南
北
各
領
域
ブ

ロ
ッ
ク
を
一
円
的
に
管
理
す
る
中
央
の
行
財
政
機
関
に
あ
た
る
会
計
院
を
、
ま
さ

に
デ
イ
ジ
ョ
ン
と
ロ
ル
に
設
置
し
た
。
確
か
に
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
分
離

移
管
を
通
じ
て
両
会
許
院
の
管
轄
に
は
異
動
が
み
ら
れ
る
が
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
公

領
と
ブ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
と
い
う
南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
中
核
領
邦
を
管
轄
し
続
け
た
こ

（

8
｝
 

と
に
変
わ
り
は
な
い
。
さ
ら
に
、
公
園
全
土
に
か
か
わ
る
い
わ
ば
宮
廷
H
「
国
家
」

財
務
を
処
理
し
、
最
上
位
に
位
置
す
る
総
財
務
収
入
役
の
会
許
監
査
は
、
初
代
・

第
一
一
代
公
治
世
は
デ
イ
ジ
ョ
ン
で
、

そ
の
後
公
園
の
重
心
が
北
に
移
る
第
三
代
・

第
四
代
公
治
世
に
は
リ
ル
で
実
施
さ
れ
た
。
会
計
院
が
そ
の
性
質
上
、
首
都
に
置

か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
た
と
え
宮
廷
の
移
動
が
た
え
な
か
っ

た
に
せ
よ
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
は
リ
ル
を
か
な
り
の
重
要
性
を
も
っ
た
戦
略
的
拠

（

9
）
 

点
と
し
て
固
定
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
墓
所
で
あ
る
。
初
代
公
フ
イ
リ
ッ
プ
は
、
デ
イ
ジ
ヨ

21 

ン
西
郊
（
市
壁
外
す
ぐ
）

に
自
ら
の
墓
所
と
し
て
カ
ル
ト
ジ
オ
会
シ
ャ
ン
モ
ル
修

道
院
を
創
建
し
た
。

ロ
レ

l
ヌ
地
方
の
ナ
ン
シ
イ
で
戦
死
し
た
最
後
の
公
を
除
け

ぱ
、
初
代
か
ら
第
三
代
ま
で
の
公
た
ち
は
み
な
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
、
グ
ア
ロ
ワ
・

プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
家
の
菩
提
教
会
と
な
っ
た
。
革
命
の
結
果
、
建
物
は
破
壊
さ
れ
、

現
在
は
そ
の
跡
地
に
精
神
病
院
が
建
っ
て
い
る
。

」
こ
に
は
ハ

l
ル
レ

し
か
し
、

ム

（
オ
ラ
ン
ダ
）
出
身
の
彫
刻
師
ク
ラ
ウ
ス
・
ス
リ
ュ

l
テ
ル
一
派
に
よ
る
傑
作

彫
刻
が
残
さ
れ
て
お
り
、
今
な
お
現
地
で
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

越
宏
一
に
拠
れ
ば
、

ス
リ
ユ

1
テ
ル
は
「
中
世
彫
刻
に
お
け
る
最
後
の
大
流
派
で

あ
る
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
・
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
派
き
つ
て
の
大
宮
廷
芸
術
家
」
、

「
あ
ら
ゆ

る
時
代
の
最
も
偉
大
な
彫
刻
家
の
一
人
」
、
そ
し
て
「
彫
刻
を
建
築
の
束
縛
か
ら
解

放
す
る
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
た
芸
術
家
」

で
あ
っ
た
と
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ



（
叩
｝

る
。
一
つ
は
『
モ

l
ゼ
の
井
戸
』
（
一
三
九
五

1
一
四

O
五
年
）

で
、
モ

l
ゼ
ほ
か

旧
約
聖
書
の
五
人
の
預
言
者
が
六
角
柱
形
の
台
座
の
各
面
に
立
つ
象
徴
的
な
井
戸

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
『
シ
ャ
ン
モ
ル
修
道
院
礼
拝
堂
扉
口
群
像
』
（
一
三
八
五

1

一四

O
一年）

で
、
破
壊
後
新
た
に
建
て
直
さ
れ
た
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
礼

拝
堂
の
入
口
に
、
聖
母
子
、
初
代
公
フ
イ
リ
ッ
プ
夫
妻
、
そ
の
守
護
聖
人
ら
の
群

像
が
今
な
お
件
ん
で
い
る
。

そ
し
て
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

』
の
シ
ャ
ン
モ
ル
に
由
来
し
、

ス
リ
ュ

l
テ
ル
一
派
が
制
作
し
た
最
高
傑
作
で
、
国
宝
級
と
も
言
え
る
『
フ
イ
リ

ツ
プ
・
ル
・
ア
ル
デ
ィ
の
墓
』
（
三
二
八
一

1
一
四
一

O
年）

で
あ
る
。
デ
ィ
ジ
ヨ

ン
に
は
、
こ
れ
も
プ
ル
ゴ

I
ニ
ュ
公
が
残
し
た
最
も
重
要
な
建
造
物
で
あ
る
プ
ル

ゴ
l
ニ
ュ
公
官
（
の
ち
フ
ラ
ン
ス
王
に
よ
る
増
改
築
）
が
現
存
し
、
こ
の
な
か
に

（刊）

市
庁
舎
、
市
立
文
書
館
そ
し
て
市
立
美
術
館
が
混
在
す
る
ロ
こ
の
美
術
館
が
占
め

る
旧
大
広
間
に
展
示
物
と
し
て
安
置
さ
れ
る
の
が
、
先
の
フ
イ
リ
ッ
プ
の
墓
と
そ

れ
を
模
倣
し
た
『
ジ
ヤ
ン
・
サ
ン
・
プ
l
ル
夫
妻
の
墓
』
（
一
四
四
一
二

1
七
O
年）

で
あ
る
。
後
者
（
公
ジ
ヤ
ン
の
墓
）

に
あ
っ
て
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
革
命
後
、
菩

提
教
会
か
ら
生
家
へ
と
移
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
パ
リ
の
ル
l
グ
ル
美
術

館
中
世
部
門
に
見
ら
れ
る
傑
作
の
一
っ
と
し
て
『
フ
イ
リ
ッ
プ
・
ポ
の
墓
』
（
一
四

七
七

1
八
一
二
年
、
シ
ト
l
修
道
院
由
来
）
が
あ
る
。
こ
の
高
級
貴
族
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ポ
は
ま
さ
に
金
羊
毛
騎
士

（
一
四
六
一
年
、
第
六

O
号）

で
、
第
三
代
・
第
四
代

公
に
仕
え
た
が
、
一
四
七
七
年
に
お
け
る
公
の
死
後
、
フ
ラ
ン
ス
王
側
に
寝
返
り
、

こ
の
デ
ィ
ジ
ョ
ン
公
官
（
今
や
王
宮
）

に
王
の
代
理
と
し
て
入
っ
た
。
金
羊
毛
騎

土
団
か
ら
は
一
四
八
一
年
に
な
っ
て
除
名
さ
れ
る
が
、
騎
士
団
の
徽
章
で
あ
る
頚

飾
を
返
す
こ
と
は
な
か
っ
た
ロ

」
れ
も
皮
肉
な
こ
と
に
今
は
か
つ
て
の
パ
リ
王
宮

（ル

l
ヴ
ル
）

そ
の
祖
父
レ
ニ
イ
エ
・
ポ
は
初
代
公

（
官
｝

か
ら
仕
え
て
、
金
羊
毛
騎
士
団
の
当
初
メ
ン
バ
ー
（
第
二
号
）
の
一
人
で
あ
っ
た
。

に
眠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
方

ブ
ラ
ン
ド
ル
女
伯
で
あ
っ
た
初
代
公
妃
マ
ル
グ
ロ
ッ
ト
は
、
リ
ル
の
旧

市
壁
内
の
旧
カ
ス
ト
ル
ム

城
塞
）

lこ

一
世
紀
に
創
建
さ
れ
た
サ
ン
・
ピ
エ

l

ル
参
事
会
教
会
に
既
に
眠
っ
て
い
た
父
母
の
も
と
に
埋
葬
さ
れ
た
。
夫
婦
仲
が
悪

か
っ
た
献
で
は
な
く
、
最
後
は
ブ
ラ
ン
ド
ル
女
伯
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
ル
に
眠
る
こ

と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
教
会
も
革
命
の
嵐
の
な
か
で
破
壊
の
憂
き
目
を
見

た
。
今
は
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
リ
ル
芸
術
学
校
に
そ
の
碑
銘
が
刻
ま
れ
る
の
み
で

（
官
）

あ
る
。さ

て
、
最
後
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
金
羊
毛
騎
士
団
に
か
か
わ
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る
こ
と
で
あ
る
ロ
第
三
代
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、

フ
ラ
ン
ス
王
家
と
の
確
執
の
な
か

で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
主
家
に
接
近
し
つ
つ
北
に
軸
足
を
置
い
て
い
っ
た
。

に
も
か

か
わ
ら
ず
、

一
四
三
二
年
一
月
、
デ
イ
ジ
ョ
ン
の
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
宮
附
設
礼
拝

堂
（
サ
ン
ト
・
シ
ャ
ベ
ル
）

を
同
騎
士
団
の
拠
点
と
定
め
、
新
た
に
増
改
築
を
始

め
た
。

一
六
世
紀
の
都
市
図
に
は
、
隣
接
す
る
公
宮
よ
り
も
立
派
な
建
物
が
描
か

れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
も
革
命
と
と
も
に
今
は
見
る
影
も
な
い
。

他
方

一
四
三

O
年
に
プ
ル
ッ
へ
で
騎
士
団
創
設
が
決
定
さ
れ
た
の
ち
、
翌

四
コ
二
年
に
最
初
の
騎
士
団
総
会
が
行
わ
れ
た
都
市
こ
そ
が
、

リ
ル
で
あ
る
。
総

会
の
際
、
ミ
サ
等
を
執
り
行
う
教
会
と
祝
宴
会
場
と
な
る
館
が
あ
わ
せ
て
設
定
さ

れ
る
が
、
前
者
は
サ
ン
・
ピ
エ

l
ル
参
事
会
教
会
、

そ
し
て
後
者
が
旧
来
の
フ
ラ

ン
ド
ル
伯
邸
ラ
・
サ
ル
館
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
四
三
六
年
に
も
再
び
リ
ル
で
総



会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
五
世
紀
に
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
の
下
で
行
わ
れ
た
総
会
は

計
一
二
回
で
、
二
度
行
わ
れ
た
場
所
は
、
リ
ル

（仏、

ブ
ラ
ン
ド
ル
地
方
）
、
サ
ン

日
ト
メ
l
ル

（仏、

ア
ル
ト
ワ
地
方
）
、
プ
ル
ッ
へ

（
ベ
ル
ギ
ー
、

ブ
ラ
ン
ド
ル
地

方

の
三
都
市
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
南
で
は
一
四
一
二
三
年
に
デ
ィ
ジ
ョ
ン
で
唯

〔
叫
）

一
行
わ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
第
三
代
公
は
一
四
五

0
年
代
に
デ
イ
ジ
ョ
ン
公
宮
を

増
改
築
し
、
今
も
残
る
フ
イ
リ
ッ
プ
・
ル
・
ボ
ン
塔
を
建
設
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

リ
ル
で
も
手
狭
に
な
っ
た
ラ
・
サ
ル
館
に
替
え
て
、
現
在
の
大
広
場
（
ド
・
ゴ

l

ル
将
軍
広
場
）

の
西
に
一
四
五
三
年
か
ら
リ
ウ
ル
宮
の
建
設
に
着
手
し
た
。
未
完

成
で
は
あ
っ
た
が

同
公
は
一
四
六
一
二
年
、

一
四
六
六
年
に
ニ
ャ

一
四
六
四
年
、

に
滞
在
し
て
い
る
。
リ
ウ
ル
宮
は
の
ち
に
市
庁
舎
と
な
り
、
辛
う
じ
て
残
っ
た
礼

拝
堂
が
、
現
在
の
観
光
案
内
所
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
都
市
リ
ル
の
建
造
物
で
、

プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
宮
廷
の
名
残
を
残
す
も
の
は
、
こ
れ
以
外
に
見
出
せ
な
い
。

さ
て
、

コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ノ
1
プ
ル
の
陥
落
（
一
四
五
三
年
）

に
よ
っ
て
、

ー
ロ
ッ
パ
は
ト
ル
コ
の
脅
威
に
晒
さ
れ
、
翌
一
四
五
四
年
二
月

こ
の
リ
ル
で
十

宇
軍
を
企
図
し
て
盛
大
な
「
維
の
誓
い
の
宴
」
が
催
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
は
、

リ
ウ
ル
宮
は
ま
だ
完
成
し
て
お
ら
ず
、

旧
市
街
北
東
部
に
位
置
し
た
一
フ
・
サ
ル
館

で
行
わ
れ
て
い
る
。
実
は
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
宮
廷
の
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ

た
の
は
、
こ
の
ラ
・
サ
ル
館
に
お
い
て
な
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
ア
ン
ト
ル
メ
（
余

興
）
や
音
楽
の
演
奏
が
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
維
の
誓
い
の
宴
は
最
大
の
も

の
で
、
騎
士
団
総
会
の
特
別
番
外
編
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
参
加
者
だ
け
で
な

く
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
フ
イ
リ
ッ
プ
以
下
、
貴
族
た
ち
が
婚
に
か
け
て
誓
っ
た
十

宇
軍
へ
の
抱
負
が
、
二

O
O件
余
り
も
集
め
ら
れ
、
記
録
に
留
め
ら
れ
た
。

ホ
イ

ジ
ン
ガ
が

「
遊
び
」
と
し
て
描
い
た
こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
立
地
場
所
す
ら
判
然
と
し
な
い

（百）

ラ
・
サ
ル
館
に
つ
い
て
、
調
査
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
建
物
の
様
子
が
詳

そ
こ
で
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
と
は
対
照
的
で
、

ら
か
に
な
ら
な
い
理
由
は
、

一
六
世
紀
前
半
に
都
市
リ
ル
に
貸
し
出
さ
れ
、
早
い

段
階
で
取
り
接
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
、
立
地
と
し
て
は
、
現
存

す
る
オ
ス
ピ
ス
・
コ
ン
テ
ス

（
女
伯
の
施
療
院
）
と
、
先
の
サ
ン
・
ピ
エ

l
ル
参

事
会
教
会
の
聞
と
い
う
の
が
極
め
て
有
力
で
あ
る
。

学
界
状
況
と
刊
行
・
未
刊
行
史
料

県
や
市
の
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
未
刊
行
の
手
稿
史
料
（
マ
ニ
ユ
ス
ク
リ
プ
ト
）
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に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
前
に
、
学
界
状
況
や
刊
行
史
料
そ
の
他
に
つ
い
て
若
干
説
明

ヨ

し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
ず
、

フ
ラ
ン
ス
の
文
書
館
制
度
に
つ
い
て
は
、
プ

リ
ュ
ノ
・
ガ
ラ
ン
著
『
ア

l
カ
イ
グ
ズ
』
が
最
新
の
情
報
を
含
め
て
邦
訳
さ
れ
た

ば
か
り
で
、

（

市

）

て
い
る
。
ま
た
、 フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
公
文
書
管
理
の
歴
史
や
概
要
が
簡
潔
に
記
さ
れ

フ
ラ
ン
ス
で
の
ア

l
カ
イ
ヴ
ズ
学
の
進
展
に
つ
い
て
は
、
岡
崎

敦
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
の
で
、

（
ザ
｝

き
た
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
草
命
が
進
む
な
か
で
、
教
会
や
貴
族
が
持
っ
て
い
た

」
こ
で
は
大
ま
か
な
枠
組
み
だ
け
を
述
べ
て
お

封
建
的
な
権
利
証
書
等
が
廃
棄
さ
れ
る
と
同
時
に
、
国
民
議
会
設
立
に
伴
っ
て
公

文
書
管
理
の
制
度
自
体
が
生
み
出
さ
れ

ア
l
キ
グ
イ
ス
ト
養
成
学
校
で
あ
る
国

立
古
文
書
学
校
（
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
シ
ヤ
ル
ト
）
が
創
立

（
帽
旧
）

る
に
至
っ
た
。
中
央
に
は
国
立
文
書
館
（
A
N
H
ア
ル
シ

l
ヴ
・
ナ
シ
オ
ナ
ル
）
、

（
一
八
二
一
年
）
さ
れ



約
百
あ
る
各
県
に
は
県
文
書
館
（
A
D
H
ア
ル
シ
l
グ
・
デ
パ
ル
ト
マ
ン
タ
ル
）

が
設
置
さ
れ
、
公
文
書
を
体
系
的
に
管
理
し
、
今
も
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
草
命
期
に
画
一
的
に
置
県
が
行
わ
れ
（
県
庁
所
在
地
に
馬
で
二
四

時
間
で
到
達
で
き
る
範
囲
て
そ
の
上
位
に
か
つ
て
の
地
方
（
州
）
に
概
ね
相
当
す

る
「
地
域
圃
」
が
置
か
れ
て
い
る
（
但
し
、
二

O
一
六
年
の
地
域
圏
合
併
に
よ
り
、

二
二
の
旧
州
か
ら
な
っ
た
地
域
圏
は

一
三
に
統
合
）
。
こ
の
地
方
の
中
心
都
市
に

あ
る
県
文
書
館
に
は
必
然
的
に
貴
重
な
古
文
書
が
多
く
所
蔵
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。

（
一
）
研
究
機
関
と
学
会
誌

そ
の
著
し
い
進
展
に
貢
献
し
た

（
旬
）

の
は
、
パ
リ
の
ド
イ
ツ
歴
史
研
究
所
（
D
H
I
P
）
で
あ
る
。
足
か
け
三

0
年
問
、

プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
宮
廷
史
の
一
大
拠
点
と
な
り
、

一
九
九
三
年
か
ら
二

O
O七
年
に
か
け
て
は
所
長
で
あ
っ
た
W
・
パ
ラ
グ
イ
ツ
チ

ー
ニ
の
功
績
は
大
き
い
。
自
ら
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
宮
廷
・
家
政
に
か
か
わ
る
未
開
拓

の
史
料
を
掘
り
起
こ
し
、
同
宮
廷
に
関
す
る
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
イ

（
ぬ
）

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
研
究
所
グ
ル
ー
プ
で
企
画
・
公
開
し
w

ま
た
、
研
究
集
会
に

（引）

は
こ
の
分
野
に
か
か
わ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
研
究
者
を
糾
合
し
た
。
さ
ら
に
は
、

（
集
団
伝
記
）

研
究
書
や
史
料
集
の
刊
行
を
推
進
し
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
宮
廷
史
に
一
大
ブ
l
ム
を

惹
き
起
こ
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、

そ
の
退
任

後
は
、

一
つ
の
プ
l
ム
が
過
ぎ
去
っ
た
寂
審
感
も
否
定
で
き
な
い
。

大
学
で
は
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
大
学
と
リ
ル
大
学
が
中
心
と
な
る
が
、
二

O
年
前

に
筆
者
が
学
生
と
し
て
在
籍
し
た
前
者
に
は
、

必
ず
し
も
こ
の
分
野
の
専
門
研
究

者
が
揃
っ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
で
編
集
さ
れ
る
地
方
誌
『
ア
ナ
l
ル
・
ド
・
プ
ル
ゴ

ー
ニ
ユ
（
プ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
年
報
）
』
（
一
九
二
九
年
創
刊
）
も
か
つ
て
ほ
ど
の
勢
い

（
詑
｝

は
な
い
。
一
方
、
今
回
筆
者
が
籍
を
置
い
た
り
ル
大
学
が
依
然
と
し
て
中
心
な
の

は
確
か
で
あ
る
。
軍
事
史
・
貴
族
史
を
軸
に
全
体
を
も
見
通
し
て
幅
広
く
活
躍
す

る
B
・
シ
ュ
ネ
ル
ブ
、
低
地
都
市
の
政
治
文
化
を
研
究
す
る
E
・
ル
キ
ュ
プ
ル
H
デ

ジ
ャ
ル
ダ
ン
、
リ
ル
会
計
院
に
関
す
る
学
位
論
文
を
公
刊
し
た
若
手
の
J
H
B
・サ

ン
タ
マ
リ
ア
の
三
名
が
こ
の
分
野
の
専
門
家
で
あ
る
。
ま
た
、
岡
大
学
で
編
集
さ

（ノ
l
ル
雑
誌
）
』
に
は
、
特
に
プ
ル
ゴ

（お）

l
ニ
ュ
宮
廷
と
低
地
都
市
に
か
か
わ
る
重
要
な
論
考
が
見
出
せ
る
。
と
は
い
え
、

れ
る
地
方
誌
『
ル
グ
ユ
・
デ
ュ
・
ノ
l
ル

一
時
の
華
々
し
き
を
考
え
る
と
、

」
の
分
野
も
下
火
に
な
っ
て
き
た
感
は
否
定
で

き
な
い
。
戦
後
リ
ー
ド
し
て
き
た
研
究
者
た
ち
が
次
々
と
退
職
し

ま
た
、
最
近

亡
く
な
る
ケ
l
ス
も
多
く
、
何
よ
り
も
関
心
が
多
様
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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世
代
交
替
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、

そ
の
他
、

ノ、

日

大
学
を
は
じ
め
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
、

そ
し
て
ベ
ル
ギ
ー
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
の
各
大

学
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
等
に
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
宮
廷
史
（
こ

れ
を
継
承
す
る
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
史
を
含
む
）

に
か
か
わ
る
研
究
者
が
点
在
し
て
い

る
と
い
っ
た
状
況
で
あ
る
。

最
後
に
、
依
然
と
し
て
唯
一
こ
の
分
野
の
核
と
な
り
え
て
い
る
の
が
、
ブ
ル
ゴ

ー
ニ
ユ
研
究
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
セ
ン
タ
ー
（
一
四
一
六
世
紀
）
（
C
E
E
B
）
で
あ
る
。

一
九
五
八
年
に
創
立
さ
れ
た
同
学
会
は
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
期
、
さ
ら
に
続
く
ハ
プ

ス
プ
ル
ク
期
の
歴
史
家
を
糾
合
す
る
国
際
学
会
で
あ
る
。
現
在
、
事
務
局
は
ベ
ル

ギ
l
の
リ
エ

l
ジ
ュ
大
学
に
あ
り
、
学
会
運
営
責
任
者
（
総
書
記
）

は
同
大
学
の

A
・
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
ス
で
あ
る
。
特
定
の
テ

1
7
の
も
と
毎
年
九
月
下
旬
に
研



究
集
会
を
開
き
、
翌
年
そ
の
報
告
論
集
を
刊
行
し
て
い
る
（
『
P
C
E
E
B
』
既
刊

六
一
号
）
。

フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
の
研
究
者
が
中
心
と
は
い
え
、
か
つ
て
の
支
配

領
域
が
様
々
な
国
に
跨
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
極
め
て
国
際
色
豊
か
な
学
会
で
あ

（日目）

り
、
二

O
二
O
年
秋
に
は
チ
エ
コ
の
プ
ラ
ハ
大
学
で
行
わ
れ
た
。

（
ニ
）
総
合
的
研
究
と
年
代
記

ブ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
園
・
宮
廷
史
の
総
合
的
書
物
と
し
て
第
一
に
挙
げ
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
リ
チ
ャ

l
ド
・
ヴ
オ

l
ン
に
よ
る
歴
代
公

の
伝
記
的
著
作
で
あ
る
。
初
代
公
か
ら
第
四
代
公
ま
で
、
順
を
追
っ
て
一
九
六
二

年
か
ら
七
三
一
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
二

O
O二
年
に

専
門
研
究
者
に
よ
る
解
題
（
そ
の
後
の
研
究
史
）
を
付
し
て
再
版
さ
れ
た
。
そ
の

他
、
よ
り
新
し
い
総
合
書
を
著
し
た
シ
ュ
ネ
ル
ブ
、
ル
キ
ュ
プ
ル
H
デ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
、

（お）

ロ
ベ
ル
ト
・
ス
タ
イ
ン
の
名
前
だ
け
挙
げ
て
お
こ
う
。

次
に
、

ベ
ル
ギ
ー
の
プ
レ
ポ
ル
ス
社
か
ら
出
て
い
る
シ
リ
ー
ズ

「
ブ
ル
グ
ン
デ

イ
カ
」

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
監
修
は
C
E
E
B
の
前
総
書
記
で
あ
っ

た
J
H
M
・
コ
シ
イ
で
、
こ
の
分
野
に
直
接
か
か
わ
る
研
究
叢
書
で
あ
る
。
基
本
的

に
は
個
別
研
究
を
収
め
て
い
る
が
、
な
か
に
は
『
P
C
E
E
B
』
に
掲
載
さ
れ
た

論
文
を
特
定
の
テ
！
？
に
沿
っ
て
再
録
し
た
も
の
や
、

テ
！
？
を
掲
げ
た
研
究
論

集
、
刊
行
史
料
、

パ
ラ
ヴ
イ
ツ
チ
l
ニ
同
様
に
長
く
こ
の
分
野
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
コ
シ
イ
へ
の
退
職
記
念
論
集
も
含
ま
れ
て
い
る
。
同
学
会
の

H
P
に
も
掲
載
さ

（お）

れ
て
お
り
、
既
刊
全
＝
二
巻
で
あ
る
。

最
後
に
、
刊
行
史
料
、
特
に
年
代
記
類
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ホ
イ
ジ
ン
ガ
が
『
中

世
の
秋
』
で
頻
繁
に
用
い
た
よ
う
に
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
宮
廷
史
に
関
し
て
は
、

主

史
を
含
め
数
多
く
の
年
代
記
が
伝
来
す
る
。
例
え
ば
、

同
公
国
の
正
史
編
纂
官
ジ

ヨ
ル
ジ
ュ
・
シ
ヤ
ト
ラ
ン
『
年
代
記
』
（
欠
損
多
。
お
お
よ
そ
一
四
一
九

i
三
二
、

三
0
1
二二、

五一一

1
五
八
、
六
一

1
六
回
、
六
六

1
六
人
、

七
O
年
に
つ
い
て

が
伝
存
）
や
、
そ
れ
に
続
く
ジ
ャ
ン
・
モ
リ
ネ
『
年
代
記
』
（
一
四
七
五

1
一
五
O

六
年
て
あ
る
い
は
、
公
の
家
政
に
い
た
オ
リ
ヴ
イ
エ
・
ド
・
ラ
・
マ
ル
シ
ュ
『
覚

書
』
（
一
四
三
一
1
1八
八
年
）
や
、
主
ル
イ
一
一
世
の
も
と
に
寝
返
っ
た
ブ
イ
リ
ツ

プ
－

F
・
コ
ミ

l
ヌ
『
覚
書
』
（
一
四
六
四

1
九
八
年
）

ほ
か
、
関
連
す
る
主
権
や

（刀）

都
市
の
年
代
記
類
ま
で
含
め
る
と
恐
ら
く
そ
の
数
は
二

O
を
下
ら
な
い
。

上
述
し
た
よ
う
に

フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
世
紀
に
古
文
書
学
校
と
文
書
館
の
制

度
が
確
立
し

（
前
者
が
後
者
の
ス
タ
ッ
フ
を
養
成
）
、
実
証
主
義
史
学
が
育
ま
れ
、
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多
く
の
年
代
記
が
翻
刻
の
う
え
刊
行
さ
れ
た
。
二

O
年
前
で
は
、

こ
れ
ら
を
入
手

す
る
の
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
我
々
の
作
業
は
現
地
で
ど
れ
だ
け
複
写
で
き
る

か
、
あ
る
い
は
高
価
な
古
書
を
入
手
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
た
。
当
時
は
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
も
さ
ほ
ど
普
及
し
て
お
ら
ず
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
機
能
も
デ
ー
タ

処
理
に
関
し
て
は
今
と
は
格
段
の
差
が
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

」
ろ
が
、
こ
の
二

0
年
間
に
、

一
九
世
紀
あ
る
い
は
三

O
世
紀
初
め
の
刊
行
史
料

や
、
特
に
シ
ャ
ル
テ
イ
ス
ト
（
古
文
書
学
校
出
身
者
）

に
よ
る
古
典
的
著
作
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
も
の
が
世
界
各
地
の
サ
イ
ト
か
ら
か
な
り
の
程
度
無
償
で
入

手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
P
D
F
の
オ
ー
プ
ン
ソ

l
ス
化
は
二

O
O八
年
）
。
な

お、

シ
ヤ
ル
テ
イ
ス
ト
の
著
作
の
末
尾
に
は
必
ず
証
拠
史
料
が
付
さ
れ
て
い
る
の

で
、
我
々
に
は
む
し
ろ
そ
ち
ら
が
貴
重
な
情
報
ソ

l
ス
と
な
る
。
筆
者
が
し
ば
し



ぱ
利
用
す
る
の
が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
l
カ
イ
グ
」
（
一
九
九
六
年
創
設
）
や

（羽）

で
あ
る
。
こ
う
し
た
年
代
記
類
に
つ
い
て

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の

「
ガ
リ
カ
」

は
、
特
に
文
献
学
者
や
文
学
者
が
、
様
々
な
形
で
伝
来
す
る
原
本
な
い
し
複
本
を

用
い
て
再
校
訂
本
を
新
た
に
出
版
す
る
ケ
l
ス
も
あ
り
、
随
時
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要

で
あ
る
。

（
三
）
学
術
文
献
の
デ
ジ
b
r
ル
化

こ
こ
で
は
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
宮
廷
史
を
も
含
め
た
過
去
二

0
年
間
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
動
き
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
パ
ラ
ヴ
イ
ツ
チ
1
ニ
が
監
修
し
た
叢
書

「
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
タ
」
（
一
九
九
七

1
二
O
一
一
年
）
に
は
基
礎
文
献
や
刊
行
史

料
が
含
ま
れ
る
が
、

「
ベ
ル
ス
ベ
ク
テ
イ
ヴ
イ
ア
・
ネ
ッ
ト
」

均五

ら
無
償
ダ
ウ
ン
ロ

ドれ
では
きド

そ品ィ
ー）ツ
刊の
サ
イ
ト
は

0 
0 
八
年
カミ
ら
マ
ッ
ク
ス

ヴ
エ

l
パ
l
財
団
の
も
と
で
オ
ン
ラ
イ
ン
出
版
を
行
う
ド
イ
ツ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
オ

ー
ム
で
、
主
な
対
象
は
外
国
各
地
に
置
か
れ
た
ド
イ
ツ
の
人
文
科
学
系
研
究
所
（
二

（初）

に
よ
る
出
版
物
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

D
H

0
0二
年
か
ら
同
財
団
の
下
部
組
織
）

I
P
の
機
関
誌
『
プ
ラ
ン
キ
ア
』
や
、
関
連
研
究
書
を
出
版
し
た
シ
リ
ー
ズ

別

冊
フ
ラ
ン
キ
ア
」

ほ
か
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
と
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
研
究
が
無
償
で

ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
で
き
る
。

P
D
F
で
入
手
し
た
史
料
な
い
し
文
献
は
コ
ピ

l
（＆

ペ
ー
ス
ト
）

で
き
る
も
の
も
多
く
、
史
料
引
用
や
翻
訳
、
あ
る
い
は
特
定
の
単
語

を
検
索
す
る
な
ど
極
め
て
使
い
勝
手
が
よ
い
。

さ
ら
に
以
下
で
は

フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
界
全
般
に
か
か
わ
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
わ
が
国
で
も
サ
イ
ニ
イ
や
J
ス
テ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
、

紀
要
か
ら
学
術
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ま
で
多
少
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。

し
か
し
、
欧
米
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
政
府
機
関
、
高
等
教
育
機
関
、
大

学
出
版
会
、
出
版
社
、
学
会
等
を
巻
き
込
ん
だ
大
き
な
動
き
の
な
か
に
あ
る
よ
う

に
見
え
る
。

そ
こ
で
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
必
要
不
可
欠
な
学
術
電
子
書
籍
・
雑
誌

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

（

1
）
 

（
引

ベ
ル
セ
（
司
O】

司

mpw）

二
O
O五
年
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
高
等
教
育
研
究
刷
新
省
の
支
援
を
受
け
、

リ
ヨ

ン
高
等
師
範
学
校
と
国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
C
N
R
S
）
が
運
用
す
る
研
究

助
成
サ
イ
ト
で
あ
る
。
人
文
社
会
科
学
系
学
術
雑
誌
を
主
に
扱
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
オ

ー
ム
で
、
登
録
誌
数
全
三
五
六
件
中
、
歴
史
関
係
は
一
二
五
件
を
収
録
（
二

O
一一
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二
・
二
・
二
四
現
在
、
以
下
同
様
）
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
無
償
公
開
ま
で
の
期
間

は
、
各
誌
で
異
な
る
が
、

お
お
よ
そ
刊
行
後
数
年

5
一一

O
年
が
目
安
で
あ
る
。
例

え
ば
、
わ
が
国
で
も
馴
染
み
の
あ
る
『
ア
ナ

l
ル

（
年
報
）
』
誌
（
一
九
二
九
年
創

刊
。
現
『
年
報
。
歴
史
、
社
会
科
学
』
）
や
上
述
し
た
『
ノ
l
ル
雑
誌
』
も
登
録
さ

れ
て
い
る
。
ワ
エ
プ
検
索
で
、

f
O
B
O
E
＋ 

「
キ
ー
ワ
ー
ド
（
著
者
名
、
テ
1
7

な
ど
）
」

で
ヒ
ッ
ト
す
る
。

（

2
）
 

（
詑

ケ
ル
ナ
ン
フ
オ
（
の
包

E－
z
p）

同
じ
く
二

O
O五
年
、
プ
ラ
ン
、
デ
・
ポ
ツ
夕
、
一
7
・
デ
ク
グ
エ
ル
ト
、

コ二
レ

ス
の
出
版
四
社
に
よ
る
発
起
で
、
人
文
社
会
科
学
系
出
版
物
の
販
売
促
進
と
電
子

化
を
並
行
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。
二

O
O六
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館



が
協
賛
し

そ
の
後
リ
エ

l
ジ
ュ
大
学
（
ベ
ル
ギ
ー
）
傘
下
の
ジ
ェ
ス
ヴ
ア
ル
も

参
画
。
登
録
誌
数
全
五
六

O
件
中
、
歴
史
関
係
は
八
二
件
。
図
書
で
は
、
全
一
四

0
0四
冊
中
、
歴
史
二
二
七
八
冊
で
あ
る
。

必
ず
し
も
無
償
で
は
な
い
が
、
雑
誌

で
は
論
文
単
位
、
図
書
で
は
章
単
位
で
安
価
に
ネ
ッ
ト
購
入
で
き
る

（
論
文
一
本

五
ユ

1
口
前
後
）
。
ま
た
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
ベ
ル
セ
同
様
（
重

複
・
リ
ン
ク
あ
り
）

で
、
多
く
は
無
償
で
入
手
で
き
、
関
連
論
文
を
探
す
に
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

（

3
）
 

（
日

オ
ー
プ
ン
エ
デ
イ
シ
ヨ
ン
（
O
宮
回
国
内
出
位
。
己

こ
れ
も
人
文
社
会
科
学
系
の
学
術
電
子
書
籍
・
雑
誌
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、

二
O
O四
年
に
C
N
R
S
、
エ
ク
ス
H
マ
ル
セ
イ
ユ
大
学
、
社
会
科
学
高
等
研
究
院
、

ア
ヴ
イ
ニ
ヨ
ン
大
学
の
参
画
の
も
と
で
機
闘
が
設
け
ら
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
電
子

図
書
館
ジ
ェ
イ
ス
ト
ア
同
様
ア
ク
セ
ス
権
が
な
け
れ
ば
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
で
き
な
い

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
画
面
で
自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
雑
誌
（
五
七

二
誌
）
と
書
籍
（
一
二
三
二
五
冊
）

の
両
部
門
の
他
に
、
学
術
ブ
ロ
グ
「
イ
ポ
テ

ズ

（岡山、唱
O
H
F
P
m
g）
」
と
学
会
研
究
会
情
報
提
供
「
カ
レ
ン
ダ
（
白
色
自
営
）
」

各
サ
イ
ト
を
も
っ
。

C
E
E
B
の
H
P
は
、
こ
の
イ
ポ
テ
l
ズ
を
利
用
し
て
い
る
。

（
四
）
県
文
書
館
の
古
文
書

県
文
書
館
は
、
身
分
や
研
究
分
野
な
ど
を
登
録
し
、
利
用
カ

l
ド
を
発
行
し
て

も
ら
え
ば
、
誰
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
書
館
も
ほ
ぼ
同
様
）
。
し
ば
し

ぱ
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
利
用
者
は
、
研
究
者
や
院
生
よ
り
も
「
ジ
ェ
ネ
ア
ロ
ジ
ス

（
担
｝

ト
」
と
呼
ば
れ
る
フ
ァ
ミ
リ
ィ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
探
し
の
一
般
人
が
は
る
か
に
多
い
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
ル

l
ツ
だ
け
で
な
く
、

そ
の
他
様
々
に
関
心
の
あ
る
人
物
や

そ
の
家
系
を
探
る
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
大
半
は
退
職
し
て
年
金
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
よ
う
で
、
一
一

O
年
前
と
変
わ
ら
な
い
印
象
で
あ
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
デ
イ
ジ
ョ
ン
と
リ
ル
に
は
プ
ル
ゴ

1
ニ
ュ
公
国
史
関
係
の

古
文
書
（
手
稿
史
料
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
コ

l
ト
・
ド
ル
県
文
書
館
（
A
D
C
O
）

お
よ
び
ノ

l
ル
県
文
書
館
（
A
D
N
）
に
、
「
会
計
院
文
書
」
と
い
う
同
出
所
の
資

料
群
（
フ
ォ
ン
）
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
伝
存
す
る
。
但
し
、
君
主
の
文
書
作

成
を
行
う
尚
書
局
に
由
来
す
る
古
文
書
も
混
在
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
出
所
が

（
話
）

同
じ
文
書
の
塊
を
ま
と
め
て
保
管
す
る
の
が
大
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
、

前
近
代
（
一
七
九

O
年
以
前
）

の
資
料
は
、
今
は
採
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、

（
拓
）

ル
フ
ア
ベ
ッ
ト
の
A
か
ら
順
に
以
下
の
通
り
分
類
さ
れ
て
き
た
。

ア

27 

（
公
文
書
）

A
証
書
、

B
裁
判
所
・
司
法
、

C
州
行
政
、

D
公
教
育
・
学
術
・

芸
術
、

E
封
建
制
・
コ
ミ
ュ

l
ン
・
都
市
住
民
・
家
族
、

G 
在

俗
聖
職
者
、

H
修
道
会
聖
職
者
、

I
教
会
文
書
に
含
ま
れ
る

の

様
々
な
資
料
群

（
私
文
書
）

F
例
外
的
な
方
法
で
受
け
入
れ
た
一
九
四
四
年
以
前
の
文
書

（
以
上
、
前
近
代
以
外
は
省
略
）

そ
の
結
果
、
デ
イ
ジ
ョ
ン
で
も
リ
ル
で
も
県
文
書
館
で
は
、
会
計
院
由
来
の
文

書
全
体
が
す
べ
て
分
類
（
セ
リ
）

B
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
県
文
書

館
で
の
作
業
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
セ
リ
B
の
な
か
か
ら
古
文
書
を
探
る
こ
と
に
な

（
訂
｝

る
。
デ
イ
ジ
ョ
ン
で
は
B
1
5
B
1
2
6
0
7
、
リ
ル
で
は
B
1
1
B
2
0
3
1



6
に
該
当
す
る
。
例
え
ば

一
つ
の
分
類
番
号
が
一
冊
の
会
計
簿
で
あ
る
場
合

そ
の
分
量
は
対
象
に
よ
っ
て
数
一

O
葉
か
ら
数
一

O
O葉
ま
で
区
々
で
あ
る
。

束
に
ま
と
め
ら
れ
た
証
書
類
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
複
数
の
簿
冊
や
束
（
ケ
l

ス
）
が
、

（
箱
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る

一
つ
の
カ
ー
ト
ン

（
例
え
ば
、

カ
ー
ト
ン
に
は
、

B
O
O－
O
Oと
記
さ
れ
て
い
て
、
請
求
し
た
古

文
書
以
外
の
史
料
も
同
時
に
参
照
で
き
る
）
。
数
日
く
ら
い
な
ら
カ
ウ
ン
タ
ー
の
棚

に
キ

l
プ
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
作
業
と
し
て
は
、
分
類
番
号
や
葉
番
号
が
わ
か

ら
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、
た
だ
ひ
た
す
ら
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

古
文
書
を
撮
影
し
、
携
帯
用
H
D
の
分
類
番
号
を
付
し
た
フ
ォ
ル
ダ

1
に
収
め
て

い
く
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
あ
ま
り
に
膨
大
な
史
料
体
の
な
か
を
探
る
に
は
、
概
要
目
録
（
ア
ン
ヴ
ア

ン
テ
ー
ル
・
ソ
メ
ー
ル
）
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
で
は
、
こ
う
し
た
目
録

の
大
部
分
は
、
文
書
館
H
P
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
目

録
で
は
、
検
索
を
利
用
し
て
、

ど
の
分
類
番
号
に
関
係
す
る
史
料
が
収
蔵
さ
れ
て

い
る
か
が
容
易
に
わ
か
る
。
な
お
、
様
々
な
目
録
や
基
礎
文
献
は
、
閲
覧
室
の
書

（苅）

棚
に
配
架
さ
れ
て
い
る
の
で
、
随
時
参
照
し
な
が
ら
の
作
業
が
可
能
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
デ
イ
ジ
ョ
ン
や
リ
ル
、
あ
る
い
は
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
、
パ
リ
、
デ
ン
・

ニニ ノ、

ユ l
アフ
ノレ ほ
が方、
あ

缶詰
R 分
l 野
了の
ボ未
テ型
ィヤ
ニr. x. 

お料
トの
i} 所
J 1工

を
ソ知
ノレ る
ネの
のに
手必
に要
な不
る可
『欠
中な
世マ

経
済
社
会
史
史
料
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
家
の
諸
国
家
』
二
分
冊
で
あ
る
。
プ
ル
ゴ

ー
ニ
ュ
公
が
支
配
し
た
領
邦
ご
と
に
、
関
連
す
る
史
料
が
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
形

で
伝
存
す
る
か
が
網
羅
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
事
実
関
係
の
概
要
や
基
礎
文
献

の
参
照
も
あ
り
、
こ
の
分
野
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
研
究
道
具
で
あ
る
。

こ
れ
は
想
像
を
絶
す
る
地
道
な
作
業
に
基
づ
く
も
の
で
、
北
の
領
邦
を
扱
っ
た

第
三
分
冊
が
一

O
年
越
し
で
一
九
八
四
年
に
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に
南
の
領
邦
を
扱

う
第
一
分
冊
が
二

O
O
一
年
に
一
七
年
の
年
月
を
隔
て
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
カ

タ
ロ
グ
で
目
星
を
つ
け
て
概
要
目
録
に
当
た
る
方
法
を
と
ら
ず
、
直
接
古
文
書
に

ア
ク
セ
ス
し
て
も
、
難
解
な
史
料
の
判
読
に
た
だ
ひ
た
す
ら
時
を
浪
費
す
る
ば
か

り
で
あ
る
。
「
会
計
院
文
書
」
に
は
、
も
ち
ろ
ん
時
の
経
過
の
な
か
で
失
わ
れ
た
も

の
も
多
い
が
、
会
計
院
が
君
主
直
轄
領
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
文
書
を
管
理
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
多
種
多
様
な
古
文
書
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
が
こ
れ
ま
で
参
照
し
た
も
の
を
例
に
と
る
と
、
会
計
院
固
有
の
登
録
簿
（
デ

イ
ジ
ョ
ン
会
許
院
『
覚
書
』
）
、
サ
ラ
ン
の
製
塩
所
管
理
に
か
か
わ
る
文
書
（
デ
イ
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ジ
ョ
ン
）
、
金
羊
毛
騎
士
団
や
サ
ン
ト
・
シ
ャ
ベ
ル
に
関
す
る
文
書
（
リ
ル
お
よ
び

デ
ィ
ジ
ョ
ン
。
セ
リ
G
に
も
分
類
）
、
プ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
公
家
の
結
婚
や
遺
言
に
か
か

わ
る
文
書
（
リ
ル
）
、
そ
し
て
多
種
多
様
な
会
計
簿
や
領
収
書
（
デ
イ
ジ
ョ
ン
お
よ

び
リ
ル
）
な
ど
で
あ
る
。

な
か
で
も
会
計
文
書
が
、
各
「
会
計
院
文
書
」
に
お
い
て
量
的
に
も
質
的
に
も

突
出
し
て
い
る
。
公
園
中
央
（
H
宮
廷
）
、
公
園
南
北
各
領
域
全
体
、
パ
イ
イ
管
区
、

城
代
管
区
（
シ
ャ
テ
ル
ニ
イ
）
、
プ
レ
グ
オ
管
区
、
あ
る
い
は
森
林
河
川
管
区
な
ど
、

多
層
に
わ
た
り
膨
大
な
量
に
及
ぶ
。
会
計
史
料
は
、
二

O
世
紀
後
半
か
ら
経
済
史
・

財
政
史
の
研
究
者
が
定
量
分
析
の
素
材
と
し
て
盛
ん
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
以
前
か
ら
会
計
簿
の
支
出
項
目
が
あ
ら
ゆ
る
情
報
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

た



中
世
の
会
計
簿
は
、
対
人
記
述
が
原
則
で
あ
る
。
通
常
、
会
計
簿
の
前
半
が
収

入
部
、
後
半
が
支
出
部
で
、
収
入
で
は
「
何
某
か
ら
（
D
E
1）
い
く
ら
」
、
支
出

で
は
「
何
某
へ

（

A
S）

 

い
く
ら
一
と
い
う
形
で
す
べ
て
記
述
さ
れ
る
。
大
雑
把

に
言
え
ば
、
収
入
項
目
に
は
特
定
の
場
所
の
財
務
役
人
か
ら
の
上
が
り
が
記
さ
れ
、

他
方
、
支
出
項
目
に
は
様
々
な
形
で
の
個
人
に
対
す
る
支
払
い
が
見
ら
れ
、
立
て

替
え
を
行
っ
た
財
務
役
人
に
対
す
る
返
済
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

そ
れ
故
、
財
政
史

研
究
で
は
全
体
と
し
て
特
定
の
会
計
簿
の
収
入
項
目
だ
け
を
時
系
列
で
拾
い
、
分

析
す
る
場
合
も
あ
る
。

筆
者
の
場
合
、
む
し
ろ
従
来
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
手
法
で
、
支
出
項
目
を
探

る
の
が
基
本
で
あ
る
。
「
何
某
へ
の
支
出
」
の
記
述
に
は
、
そ
の
事
由
や
根
拠
と
な

る

（
支
払
い
）
命
令
が
記
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
る
。

そ
の
根
拠

情
報
を
さ
ら
に
芋
蔓
式
に
探
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
特
に
、
特
定
の
支
払
い
に
関

す
る
領
収
書
（
受
領
証
書
）
が
驚
く
ほ
ど
多
く
伝
来
し
て
お
り
、
会
計
簿
項
目
と

対
照
す
る
と
、
あ
る
出
来
事
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ュ

公
や
会
計
院
の
命
令
（
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
、

マ
ン
ド
マ
ン
）
、
会
計
院
の
審
議
録
、
あ

る
い
は
年
代
記
な
ど
か
ら
の
情
報
が
付
け
加
わ
る
と
よ
り
鮮
明
な
像
に
な
る
だ
ろ

う
。
会
計
監
査
た
め
、

エ
グ
イ
デ
ン
ス
を
も
保
管
し
た
会
計
院
に
由
来
す
る
古
文

書
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
作
業
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

四

都
市
関
連
文
書

宮
廷
の
歴
史
は
、
都
市
の
歴
史
で
も
あ
り
、
君
主
と
都
市
の
交
わ
り
の
歴
史
で

あ
る
。
そ
の
た
め
都
市
史
や
都
市
史
料
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

恐
ら
く
日
本
史
で
は
、

い
わ
ゆ
る
県
史
や
市
町
村
史
が
出
発
点
で
、
往
々
に
し
て

同
時
に
史
料
集
編
纂
も
行
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
自
治
体

に
よ
る
出
版
支
援
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
自
治
体
が
主
導
す
る
「
自
治
体
史
」

は
基
本
的
に
見
ら
れ
な
い
。

現
在
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
は
日
本
の
約
半
分
（
面
積
は
一
・
五
倍
）
で
あ
る
が
、

市
町
村
（
コ
ミ
ュ

l
ン
）
数
は
約
三
万
五

0
0
0
で
あ
る
。

方

わ
が
国
は
、

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
市
制
町
村
制
が
導
入
さ
れ
る
前
は
七
万
二
三
一
四

一
万
五
八
五
九
の
市
町
村
に
減
り
、
昭
和
と
平
成
の
大
合
併
を

（
伺
｝

経
て
、
現
在
で
は
一
七
一
人
で
あ
る
σ

従
っ
て
、
日
本
の
自
治
体
史
は
、
あ
る
意

あ
っ
た
町
村
が
、

よ味
7 、
（明
し治
ば以
し降
ぱに
意上
味か
不ら
明割
なり
自振
治ら
体れ
名た
が広

れ官
舎な
姐 ι

徴政
し区
て域
いの
弘i歴
。）史

と
も
言
え
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ま
た
、

そ
う
し
た
近
年
の
自
治
体
史
を
見
て
気
づ
く
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
た
か

も
自
治
体
が
著
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、

目
次
に
も
本
文
の
分
担
部
分
（
冒
頭
な

い
し
は
末
尾
）
に
も
著
者
名
を
付
さ
ず
、
巻
末
に
「
執
筆
分
担
」
を
付
す
の
が
わ

が
国
自
治
体
史
の
慣
例
の
よ
う
で
あ
る
。
誰
が
何
（
ど
の
部
分
）
を
書
い
た
か
は
、

た
と
え
共
著
と
い
え
ど
も
、
「
学
術
性
」
の
点
で
最
も
重
要
な
情
報
で
あ
る
（
こ
れ

を
否
定
し
て
自
治
体
史
を
編
纂
し
て
い
る
訳
で
は
な
か
ろ
う
）
。
匿
名
性
を
貫
く
ウ

イ
キ
ベ
デ
イ
ア
の
価
値
を
考
え
て
み
れ
ば
（
そ
の
有
用
性
は
決
し
て
否
定
し
な
い

が
）
、
意
図
的
に
著
者
名
を
表
に
出
さ
な
い
や
り
方
は
、
悪
し
き
慣
例
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い
。

上
述
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
自



治
体
史
は
、
観
光
誘
致
を
も
含
め
た
白
文
化
発
信
や
、
研
究
、
教
育
、
共
同
体
へ

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
醸
成
に
資
す
る
情
報
資
源
活
用
に
向
け
て
、
戦
略
的
に
利

用
す
る
道
具
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
著
者
を
明
記
し
た
上
で
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
時
代
や
章
単
位
で
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。

販
路
が
広
が
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
利
用
効
果
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。
行
政
的
に
は
、

何
巻
に
も
分
か
れ
た
分
厚
い
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
の

「
自
治
体
史
」
を
編
纂
す
る
こ

と
自
体
が
目
的
化
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
販
路
の
拡
大
に
お
い
て
も
情
報

資
源
の
活
用
に
お
い
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
時
代
遅
れ
で
あ
る
。
多
少
大
袈
裟
に

言
え
ば
、

む
し
ろ
日
向
国
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
情
報
を
欲
し
て
い
る
消
費
者

（
読
者
）
が
世
界
中
に
存
在
す
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

リ
ル
を
含
め
た
フ
ラ
ン
ス
の
有
力
な
都
市
の
H
P
に
は
、
街
の
一
部
に
ス
ポ
ツ

ト
を
当
て
て
そ
の
歴
史
を
紹
介
す
る
デ
ジ
タ
ル
版
小
冊
子
（
紙
媒
体
の
も
の
は
観

光
案
内
所
で
配
布
）
が
あ
っ
て
、
自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
そ
れ
は
、
街

や
共
同
体
の
歴
史
と
文
化
を
知
る
第
一
歩
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル

版
「
自
治
体
史
」

の
各
章
に
進
め
る
な
ら
、
ど
れ
ほ
ど
う
ま
く
情
報
資
源
が
活
用

さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

現
在
、

コ
ミ
ュ

1
ン
と
し
て
の
リ
ル
の
人
口
は
約
二
三
万
人
（
二

O
一
七
年
現

在
全
国
一

O
位
）
、
周
辺
二
一
五
の
コ
ミ
ユ

l
ン
を
あ
わ
せ
た
リ
ル
都
市
圏
（
拡
大

リ
ル
）
人
口
は
一
二

O
万
人
（
全
国
都
市
圏
六
位
）

方

で
あ
る
。

コ
ミ
ュ

l

ン
と
し
て
の
デ
ィ
ジ
ョ
ン
は
約
一
六
万
人
（
一
七
位
）
、
周
辺
二
九
二
の
コ
ミ
ュ

l
（
位
）

ン
を
あ
わ
せ
た
デ
ィ
ジ
ョ
ン
都
市
圏
で
は
三
九
万
人
で
あ
る
（
都
市
圏
二
五
位
）
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ほ
ぽ
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
街
の
中
心
部
に
「
旧
市
街
」

と
呼
ば
れ
る
中
世
都
市
核
が
存
在
し
、
教
会
は
別
に
し
て
、
市
庁
舎
、
鐘
楼
、
市

門
、
ギ
ル
ド
ホ
l
ル

（
商
工
会
議
所
）
な
ど
の
世
俗
の
歴
史
的
建
造
物
が
見
出
さ

れ
る
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
古
代
ロ

1
7
期
ま
で
遡
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
さ
す
が
に
近
世
に
稜
隼
で
補
強
さ
れ
た
市
壁
や
環
濠
は
前
世
紀
ま
で
に
取
り

壊
さ
れ
た
も
の
も
多
い
が
、
一
般
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
ブ
ル
グ
ァ

l
ル
（
大
通
り
）
」

と
呼
ば
れ
る
外
環
状
道
路
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
痕
跡
は
容
易
に
見
当
が
つ

く
。
ま
た
、
戦
禍
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
市
庁
舎
ほ
か
の
都
市
自
治
の
シ
ン
ボ
ル

が
再
建
さ
れ
る
ケ
l
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。

中
世
日
本
に
も
堺
や
博
多
の
よ
う
な
自
治
都
市
が
あ
っ
た
に
せ
よ

ヨ
I
ロ
ツ

パ
の
よ
う
に
中
世
か
ら
近
世
・
近
現
代
へ
の
都
市
自
治
体
の
強
い
連
続
性
が
あ
る

よ
う
に
は
思
え
な
い
。
実
際
、
近
世
城
下
町
の
出
発
点
は
安
土
と
言
わ
れ
、
戦
国

30 

大
名
が
平
野
中
央
部
に
そ
れ
に
類
す
る
城
下
町
を
領
域
支
配
の
拠
点
と
し
て
一
斉

に
建
設
し
た
の
が
、

一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
初
め
に
か
け
て
で
あ
る
。

れ
を
完
結
さ
せ
た
の
は
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
の
一
国
一
城
令
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ら
近
世
城
下
町
は
、
泰
平
の
江
戸
の
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
各
藩
の
政
治
的
・

経
済
的
・
文
化
的
中
心
と
し
て
、
身
分
秩
序
に
基
づ
い
た
強
固
な
領
主
支
配
下
の

（
侶
）

都
市
で
あ
り
、
廃
藩
置
県
後
の
今
日
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
一
そ
れ
故
に
、
君

主
（
大
名
）
支
配
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
の
わ
が
国
で
は
、

都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
天
守
閣
の
再
建
プ

l
ム
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
方
、
各
国
陸
続
き
で
戦
争
の
絶
え
な
い
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
泰
平
の
紅

戸
と
は
異
な
り
、
平
野
ゃ
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
に
立
地
す
る
都
市
は
、
近
世
君
主

支
配
に
お
け
る
重
要
な
軍
事
的
・
財
政
的
拠
点
と
な
り
、
火
器
の
出
現
と
改
良
の



結
果
、
益
々
堅
牢
な
稜
壁
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

近
世
に
あ
っ
て
は
、

日
欧
い
ず
れ
も
強
力
な
君
主
の
も
と
で
都
市
自
治
が
営
ま

れ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
が
、
山
が
ち
な
日
本
と
平
地
の
多
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
相

違
、
中
世
か
ら
近
世
へ
と
都
市
の
立
地
を
変
え
た
平
和
な
江
戸
期
日
本
と
各
国
が

戦
争
を
繰
り
返
す
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
相
違
、
ま
た
、
（
少
な
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
の

よ
う
に
）
通
常
、
都
市
囲
壁
内
に
君
主
が
住
ま
な
い
と
い
う
違
い
か
ら
、

ヨ

ロ

ツ
パ
の
都
市
自
治
は
日
本
の
そ
れ
よ
り
も
、

は
る
か
に
連
続
性
と
自
立
性
が
高
く

見
え
る
。

概
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
中
世
都
市
が
発
達
し
て
い
く
の
は
紀
元
千
年
以
降
で
あ

る
。
都
市
特
権
文
書
な
ど
の
獲
得
に
よ
っ
て
、
自
治
体
と
し
て
の
都
市
の
輪
郭
が

見
え
て
く
る
の
は
、
概
ね
二
一
世
紀
以
降
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
都
市
に
よ
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
で
都
市
会
計
簿
が
広
く
伝
来
す
る
の
が
二
二
五

O
年
以
降
、
都
市
審
議

（判）

録
の
そ
れ
は
一
四

O
O年
く
ら
い
が
目
安
で
あ
る
σ

ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期

（
近
世
）
に
地
方
の
史
書
や
地
誌
が
書
か
れ
た
が
、
本
格
的
な
歴
史
学
が
確
立
す

る
の
は
、
上
述
の
よ
う
に
一
九
世
紀
で
あ
る
。
以
降
、
史
料
に
基
づ
い
た
古
典
的

で
ロ
ー
カ
ル
な
都
市
史
が
物
さ
れ
、
さ
ら
に
二

O
世
紀
、
特
に
戦
後
に
な
っ
て
、

し
ば
し
ば
国
家
博
士
号
取
得
論
文
の
テ

1
7
と
し
て
都
市
全
体
史
や
地
方
形
成
史

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
並
行
し
て
、
南
仏
ト
ゥ
ル

l
ズ
の
プ
リ
ヴ
ア
杜
が
、

六
0
年
代
末
か
ら
主
に
九

0
年
代
に
か
け
て
都
市
史
と
地
方
史
の
各
シ
リ
ー
ズ
を

｛
佑
｝

出
版
し
、
基
本
文
献
と
な
っ
て
い
る
α
後
者
は
、
山
川
出
版
社
の
県
史
シ
リ
ー
ズ

に
近
い
ロ

し
か
し
そ
の
後
は
、
こ
う
し
た
都
市
や
地
方
な
ど
の
自
治
体
を
主
た
る

対
象
と
し
た
学
術
的
な
概
説
書
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
以
上
を
念
頭
に
、
都

市
に
か
か
わ
る
古
文
書
（
手
稿
史
料
）
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
会
計
院
文
書
は
君
主
（
諸
侯
）
文
書
で
あ
り
、
基
本
的

に
都
市
自
治
に
か
か
わ
る
文
書
自
体
は
そ
こ
に
は
含
ま
れ
な
い
。
都
市
文
書
は
、

そ
の
後
近
世
・
近
現
代
に
も
引
き
継
が
れ
て
、
地
方
の
主
要
な
都
市
で
あ
れ
ば
、

一
般
的
に
市
立
文
書
館
（
A
M
H
ア
ル
シ

1
ヴ
・
ミ
ユ
ニ
シ
パ
ル
）
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
も
デ
イ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
リ
ル
は
、
極
め
て
史
料
が
豊
富

で
あ
る
。
デ
ィ
ジ
ョ
ン
市
立
文
書
館
は
、
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
宮
の
向
か
っ
て
左
翼

（
柑
｝

リ
ル
で
は
、
市
庁
舎
の
地
下
に
設
け
ら
れ
て
い
る
d

県
文

に
位
置
す
る
。

方

書
館
の
分
類
と
同
様
に
、
都
市
文
書
も
基
本
的
に
は
以
下
の
通
り
、
分
類
原
則
が

あ
る
ロ

A
A
証
書
、

（D
D
以
下
略
）
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B
B
行
政
、

C
C
財
政

通
常
、

B
B
に
都
市
参
事
会
審
議
録
、

c 

A
A
に
い
わ
ゆ
る
都
市
特
権
文
書
、

C
に
都
市
会
計
簿
が
分
類
さ
れ
る
ロ
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
都
市
文
書
の
分
類
で
適

用
さ
れ
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
経
緯
に
よ
っ
て
、
デ
イ
ジ
ョ
ン
や
リ
ル
で
は
全
く

異
な
る
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
。

J
7
ィ
ジ
ョ
ン
で
は
、

B
に
行
政
（
都
市
特
権
文
書
、
都
市
参
事
会
審
議
録
）
、

L 

や
M
に
租
税
査
定
簿
や
会
計
簿
な
ど
の
税
制
・
財
務
関
連
の
文
書
が
分
類
さ
れ
る
。

他
方

リ
ル
で
は
複
数
の
分
類
が
錯
綜
し
て
お
り
、

よ
り
複
雑
で
あ
る
。
結
局
、

そ
の
複
数
の
分
類
番
号
（
記
号
）
を
整
理
し
て
、
通
し
番
号
が
付
さ
れ
た
目
録
が

存
在
し
、

そ
れ
を
参
照
す
る
以
外
に
な
い
。

ロ
ル
で
は
重
厚
な
会
計
簿
が
系
統
的

に
伝
来
す
る
一
方
で
、
こ
と
関
連
す
る
時
期
に
関
し
て
、
審
議
録
の
方
は
あ
ま
り

残
さ
れ
て
い
な
い
。



ま
た
、
市
立
図
書
館
（
B
M
H
ピ
ブ
リ
オ
テ
ツ
ク
・
ミ
ユ
ニ
シ
パ
ル
）
に
も
、

（

円

引

）

郷
土
史
に
か
か
わ
る
貴
重
な
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
特
に
デ
イ
ジ
ョ
ン
市
立

図
書
館
は
旧
イ
エ
ズ
ス
会
学
校
（
の
建
物
）
を
引
き
継
い
で
お
り
、
極
め
て
多
く

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
し
て
い
る
。
現
在
の
閲
覧
室
は
、
そ
の
旧
礼
拝
堂
で
あ
る
。

一
方
、
リ
ル
の
方
は
、
近
代
的
な
新
し
い
建
物
で
あ
る
。
筆
者
は
、
関
係
す
る
史

料
と
し
て
デ
イ
ジ
ョ
ン
で
は
都
市
古
地
図
の
複
製
を
購
入
し
、
後
者
で
は
い
く
つ

か
の
古
地
図
の
閲
覧
・
撮
影
を
行
っ
た
。

リ
ル
の
立
地
を
改
め
て
考
え
る
と
、
岡
市
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
ル
に
位

置
し
、
「
文
明
の
十
字
路
」
と
言
っ
て
も
よ
い
要
衝
の
地
で
あ
る
。
現
在
も
、
パ
リ
、

ロ
ン
ド
ン
、
プ
リ
ユ
ツ
セ
ル
の
三
都
の
中
間
に
あ
っ
て
、
各
首
都
に
高
速
列
車
（
T

G
V
、

タ
リ
ス
）

で
二
時
間
以
内
で
結
ぼ
れ
る
（
パ
リ
ま
で

ユ
ー
ロ
ス
タ
l
、

時
間
二
分
、

ロ
ン
ド
ン
ま
で
一
時
間
二

O
分
、
プ
リ
ユ
ツ
セ
ル
ま
で
一
二
五
分
）
。
そ

の
反
面
、
隣
接
す
る
ベ
ネ
ル
ク
ス
同
様
、
英
独
仏
の
狭
間
に
あ
っ
て
幾
度
も
戦
禍

に
見
舞
わ
れ
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
わ
が
国
同
様
に
至
る
所
に
戦
争
慰
霊
碑
も
見

出
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
リ
ル
で
は
文
書
館
や
図
書
館
あ
る
い
は
美
術
館
に
、
文
化

的
価
値
の
高
い
歴
史
的
建
造
物
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
唯
一
挙
げ
る
と
す
れ

ば
、
上
述
し
た
オ
ス
ピ
ス
・
コ
ン
テ
ス
で
、

ブ
ラ
ン
ド
ル
伯
ボ
ド
ゥ
ワ
ン
九
世
の

娘
で
自
身
女
伯
と
な
っ
た
ジ
ヤ
ン
ヌ
・
ド
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
l
プ
ル
が
二
二

世
紀
に
創
建
し
た
施
療
院
で
あ
る
（
建
物
は
さ
ら
に
の
ち
て
現
在
こ
こ
は
、
施
療

院
由
来
の
品
、

ブ
ラ
ン
ド
ル
伯
や
都
市
史
に
か
か
わ
る
も
の
が
展
示
さ
れ
た
博
物

館
に
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
デ
イ
ジ
ョ
ン
を
見
る
と
（
括
弧
内
が
そ
の
由
来
）
、
県
文
書
館
（
H
旧
ニ

コ
ラ
・
ロ
ラ
ン
邸
、

の
ち
旧
市
庁
舎
）
、
市
立
文
書
館
お
よ
び
美
術
館
（
H
旧
プ
ル

ゴ
l
ニ
ユ
公
宮
、

の
ち
旧
主
宮
）
、
市
立
図
書
館
（
H
旧
イ
エ
ズ
ス
会
学
校
）
、
考

古
学
博
物
館
（
旧
サ
ン
・
ペ
ニ
ー
ニ
ュ
修
道
院
、
現
司
教
座
聖
堂
の
一
部
）
と
い

う
よ
う
に
、
歴
史
的
建
造
物
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
、
歴
史
家
の
仕
事

場
と
し
て
は
、
極
め
て
居
心
地
の
よ
い
場
所
で
あ
る
。

し
か
し
、

リ
ル
の
旧
フ
ラ

ン
ド
ル
伯
邸
の
調
査
も
、
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
関
心
が
湧
く
と
い
う
も

の
で
は
あ
る
。

最
後
に
、
大
学
図
書
館
に
は
、
わ
が
国
同
様
一
通
り
の
専
門
研
究
書
や
学
術
雑

誌
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
地
方
史
関
連
の
貴
重
書
や
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
た
も
の
も
一
部
参
照
で
き
る

（
地
方
誌
は
、
市
立
図
書
館
や
県
文
書
館
で
も
参

照
可
能
）
。
ま
た
、
宮
廷
と
都
市
の
関
係
を
探
ろ
う
と
す
れ
ば
、
美
術
館
や
考
古
学
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博
物
館
な
ど
の
展
示
物
や
カ
タ
ロ
グ
類
も
極
め
て
有
用
で
あ
る
。

日
本
に
あ
っ
て

は
、
と
も
す
れ
ば
象
牙
の
塔
に
引
き
寵
り
が
ち
な
我
々
に
も
、
現
地
に
赴
け
ば
一
二

六
O
度
地
平
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
、

日
本
史
と
の
比
較
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
筆
者
が
ど
の
よ
う
に

し
て
文
書
館
の
古
文
書
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
纏
々
述
べ
て
き
た
。

経
験
の
み
に
依
存
す
る
部
分
も
あ
り
、
偏
っ
た
見
解
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
個
人
的
に
は
、
通
常
は
古
文
書
に
辿
り
着
い
た
後
の
分
析
結
果
や
考
察
し
た
成

果
し
か
記
さ
な
い
た
め
、
改
め
て
考
え
直
す
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
は
確
か
で
あ



る
。
最
後
に
、
も
う
一
度

」
の
二

0
年
間
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
や
今

後
の
あ
り
様
に
触
れ
て
稿
を
閉
じ
た
い
。

現
在
、
県
文
書
館
や
市
立
文
書
館
の

H
F
で
は
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
所
蔵

資
料
の
紹
介
を
は
じ
め
て
お
り
、
遅
々
た
る
歩
み
で
も
、
た
と
え
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ

プ
ト
で
あ
っ
て
も
、
生
の
資
料
が
多
く
の
研
究
者
や
歴
史
愛
好
家
に
共
有
さ
れ
る

こ
と
に
な
ろ
・
ヲ
。

日
本
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
部
の
研
究
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
全
国
各
県
に
及
ぶ
県
文
書
館
や
有
力
都
市
の
市
立
文
書
館
で
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
で
の
歴
史
や
文
化
に
か
か
わ
る
情
報
資
源
の

発
信
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
ま
た
、

手
稿
史
料
の
読
み
方
の
手
ほ
ど
き
を
行
う
教

育
的
な
試
み
な
ど
も
並
行
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
、

日
々
創
出
さ
れ
る
公
文

書
に
せ
よ
、

文
化
遺
産
と
し
て
の
古
文
書
に
せ
よ
、
情
報
資
源
を
真
剣
に
管
理
・

活
用
し
て
い
く
努
力
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
上
述
し
た
通
り
、
昨
今

の
わ
が
国
で
は
、
人
文
社
会
科
学
系
学
聞
を
驚
く
ほ
ど
軽
視
す
る
嫌
い
が
あ
る
。

先
人
の
な
し
て
き
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
我
々
の
生
き
る
社
会
を
対
象
と
す
る
知

の
世
界
に
つ
い
て
、

そ
う
し
た
政
治
的
風
潮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が

依
然
と
し
て
信
頼
の
お
け
る
情
報
を
欲
し
て
い
る
の
も
ま
た
確
か
な
の
で
あ
る
。

註

（
1
）
二
宮
素
子
『
宮
廷
文
化
と
民
衆
文
化
』
山
川
出
版
社

一
九
九
九
年
、
六

一
一
四
頁
。
由
。
国
宮
回
国
一
F
F・
』
勺
岡
宮
崎
吉
問
、
官
ー
官

S
V
H』
8
・
に
お
】

MEm－

MMO目白
H
r
H由也由・唱－
M
4
朗自由自白・

（
2
）
ロ
ロ
Z
Z
E忌
島
O
E
－－0・
F
E
M
E許
品
。
国
2
r
o
Z
F
Z
国
冨
吉
田
昌
凶
器
a
p
H

国

o
z
o
E旦
oロ
（
日
阿
国
同
協
）
・

z
e
m－－町
E
m－ロ
E
4
E
E
－o同
見
切
〉
目
E40ω

内
田
恥
官
民
吉
田
O回件回目。
m
p
h
z。
耳
同
（
日
〉

Uz－
－
『
耳
咽
m．＝

官。
E
d
o
a喜
男
Z
E
O
E巴
2
・HO図
。
邑
・
中
、
（
以
下
、
ウ
エ
プ
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ

ス
日
は
、
特
に
指
示
が
な
い
限
り
、
す
べ
て
二

O
二
二
二
了
二
四
）

（
3
）
こ
こ
で
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
以
下
を
参
照
。
プ
ル
ゴ

l
エュ

宮
廷
史
を
時
間
的
・
空
間
的
に
整
理
し
た
も
の
と
し
て
は
、
中
堀
博
司
「
プ
ル
ゴ

ー
ニ
ュ
公
園
に
お
け
る
宮
廷
儀
礼
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
l
」
『
官
崎
大
学
教
育
文
化
学
部

紀
要
（
社
会
科
学
）
』
二
九
、
三

O
一
三
、
九
一
一
一

O
頁
、
お
よ
び
同
「
ブ
ル

ゴ
l
＝
ュ
公
固
と
諸
都
市
｜
移
動
宮
廷
と
そ
の
モ
＝
ュ
メ
ン
ト
を
め
ぐ
る
試
論
｜
」
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『
宮
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）
』
八
九
、
二

O
一
七
年
、
一
二
二
頁
。

ま
た
、
金
羊
毛
騎
士
団
の
本
拠
地
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
サ
ン
ト
・
シ
ャ
ベ
ル
に
焦
点
を

絞
り
、
総
括
的
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
同
「
プ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
公
国
の
解
体
そ

の
歴
史
的
位
相
」
池
田
嘉
郎
・
草
野
佳
矢
子
編
『
固
制
史
は
躍
動
す
る
ヨ
l

ロ
ッ
パ
と
ロ
シ
ア
の
対
話
｜
』
刀
水
書
房
、
一
一

O
一
五
年
、
二
三
九
｜
二
六
回
頁
。

筆
者
を
含
む
専
門
研
究
者
に
よ
る
近
年
の
論
集
と
し
て
、
藤
井
美
男
編
・
プ
ル
ゴ

ー
ニ
ュ
公
国
史
研
究
会
著
『
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
国
家
の
形
成
と
変
容
権
力
・
制
度
・

文
化
｜
』
九
州
大
学
出
版
会
、
二

O
一
六
年
、
西
洋
中
世
学
会
編
『
西
洋
中
世
研

究
』
八
（
特
集
「
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
固
と
宮
廷
社
会
文
化
史
を
め
ぐ
る
位
相
」
）
、

知
泉
書
館
、
一
一

O
一
六
年
。
さ
ら
に
、
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
宮
廷
史
の
古
典
と
し
て
、

ヨ
ハ
ン
・
ホ
イ
ジ
ン
ガ
（
堀
越
孝
一
訳
）
『
中
世
の
秋
』
（
上
・
下
）
、
中
央
公
論
社
、



一
九
七
六
年
（
「
世
界
の
名
著
」
版
一
九
六
七
年
、
底
本
改
訂
第
五
版
一
九
四
一
年
、

原
著
一
九
一
九
年
）
、
お
よ
び
ジ
ョ
ゼ
フ
・
カ
ル
メ
ッ
ト
（
田
辺
保
訳
）
『
プ
ル
ゴ

ー
ニ
ュ
公
園
の
大
公
た
ち
』
国
書
刊
行
会
、
二

O
O
O年
（
原
著
一
九
四
九
年
）
。

最
後
に
一
般
向
け
と
し
て
、
堀
越
孝

『
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
家
中
世
の
秋
の
歴
史

ー
』
講
談
社
、

一
九
九
六
年
を
挙
げ
て
お
く
。
欧
語
文
献
に
つ
い
て
は
拙
稿
の
文

献
目
録
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

4
）
 

ア
ン
日
・
ラ
ベ
ー
ル

（
染
回
秀
藤
訳
）
『
カ
ー
ル
五
世
』
白
水
社
、

一
九
七
五

年

頁

｛

5
）
木
村
靖
二
・
佐
藤
次
高
・
岸
本
美
緒
『
詳
説
世
界
史
（
世
界
史
B
）
』
山
川
出

版
社
、
二

O
三一一年、

一
三
人
頁
、
八
塚
春
児
『
十
字
軍
と
い
う
聖
戦
｜
キ
リ
ス

ト
教
世
界
の
解
放
の
た
め
の
戦
い
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二

O
O八
年
、
二

三
二
二
四
O
頁
、
樽
井
康
人
『
図
説
十
字
軍
』
河
出
書
房
新
杜
、
二

O
一
九
年
、

四
頁
。

（
6
）
回
国
04『
Z
・
krh
由］高』
F
F
。・・

0
f
E休
ぬ

b
t
G
E
G
h吉
国
守
旨
忌
。

同
時
宮
田
昨
E

E
司

q
p
B
E
E
n
H恥
hNq，Hh』
司
、
冨
隣
国
n
v
o
m
g
S日

M
8
4・

同
V

－
E
－
EHE・
な
お
、

同
書
は
史
料
英
訳
付
き
の
プ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
宮
廷
史
の
恰
好

の
入
門
書
で
あ
る
。

（
7
）
君
塚
直
隆
「
金
羊
毛
勲
章
｜
「
欧
州
最
高
の
格
式
」

の
数
奇
な
運
命
｜
」
『
産

経
新
聞
（
電
子
版
）
』
二

O
一
六
年
七
月
二
一
目
、
】
且
G
m
n
h
z
d
E
Eロ
WOMb。
E

宣

言
g 
8 

i 
~ 
語
悶

回
~ 

堀
博
司

天
皇
家
を
め
ぐ
る
宮
廷
外
交
の

側
面

↓ 
羊
毛
勲
章
と
ガ

タ

勲
章

」
『
宮
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
九
八
、
二

O
二
二
年
、

主

一

六

O
買。

（
自
）
中
堀
「
プ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
公
固
と
諸
都
市
」
五
六
頁
。

（
9
）
中
堀
「
プ
ル
ゴ

l
＝
ュ
公
園
の
解
体
」
一
一
四
一
｜
二
四
二
頁
。

（
叩
）
越
宏

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
史
講
義

中
世
彫
刻
の
世
界
』
岩
波
書
店
、
二

0
0九
年
、

一
九
五
頁
。

（
HH
）
F開
EHEEoロ
骨
園
田
臣
官

m
品。

u
t。回目

Z
G
E
h目
ロ
自
由

ιι
。
関
空

H
P
ト
ッ
プ
の
都
市
観
光
案
内
の
動
画
は
、
こ
れ
ら
の
墓
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
他

上
記
の
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
文
化
遺
産
も
映
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
各
遺
跡
遺
物
等
の

説
明
書
（
仏
語
）

は
、
同
サ
イ
ト
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
で
き
る
。

（
包
）

E
G
m
H
S。
出
。
。
民
自
己
og司。・
P
E佐川、田
g
g
E
C
H
o－也臼回回目

F
O
C
4吋
0
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R

忌
日
宮

E

e

E
庄
司
宮
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F
問
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民
思
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品
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回
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E
f
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田
昌
国
巴
β
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肘
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E
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詰
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松
崎
V
E
s
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E
H
S
t骨』町・』『。世
E
h
』
5
・』
N』』百
h自』
UE
宮
崎
問
。
句
、
回

O
E
切
甲
E
r
p且

卵
白
宮
旦
ロ

E
F
N
O
D
D－唱

M
d
a
o官
官
吋
唱
。
乙
一
司
区
由

I
E∞
Q
F
F
E
E
o

唱。
骨
） 

（
氾
）
発
掘
に
よ
っ
て
、
隣
接
す
る
裁
判
所
の
地
下
に
、

同
教
会
の
地
下
礼
拝
堂
の

遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

（
叫
）
中
堀
「
プ
ル
ゴ

l
＝
ュ
公
園
の
解
体
」
一
一
四
七
二
王
五
頁
。

（
甘
口
）
筆
者
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
中
世
プ
ル
ゴ

l
ニ
ユ
・
ブ
ラ
ン
ド
ル
史
の
専
門

家
エ
ロ
デ
ィ
・
ル
キ
ユ
プ
ル
日
デ
ジ
ヤ
ル
ダ
ン
教
授
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。

（
市
）
プ
リ
ュ
ノ
・
ガ
一
フ
ン
（
大
沼
太
兵
衛
訳
）
『
ア

l
カ
イ
ヴ
ズ
記
録
の
保
存
・

管
理
の
歴
史
と
実
践
｜
』
白
水
社
、
二

O
二
一
年
（
原
著
三

O
二
O
年）。

（
門
川
）
岡
崎
敦
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
と
は
何
か
」
『
九
州
大
学
附
属
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V
A
U
G
H
A
N
,
 R., 

Philip 
the Bold. 

T
h
e
 F
o
r
m
a
t
i
o
n
 o
f
 the 

B
w

 
rrundian S

臼
te,

L
o
n
d
o
n
,
 
L
o
n
g
皿
an,

1
9
6
2
 (

n
e
w
 e
d
 ,

 

W
o
o
d
b
r
i
d
g
e
,
 
Boydell, 

2002) 
;
 id., 

J
o
h
n
 the Fearless. 

T
h
e
 

G
r
o
w
t
h
 o
f
 B
u
r
g
u
n
d
i
a
n
 Power, 

L
o
n
d
o
n
,
 
L
o
n
g
血
an,

1
9
6
6
 (

n
e
w
 

ed., 
W
o
o
d
b
r
i
d
g
e
,
 
Boydell, 

2002) 
;
 id ,

 Philip 
the

白
o
d
‘
T
h
e

A
p
o
g
e
e
 o
f
 B
u
r
g
u
n
d
y
,
 
L
o
n
d
o
n
,
 L

o
n
g
皿
an,

1
9
7
0
 
(
n
e
w
 ed., 

W
o
o
d
b
r
i
d
g
e
,
 
Boydell, 

2002) 
;
 id., 

Chari.四
the

Bold. 
T
h
e
 L
a
s
t
 

施
101s

D
u
k
e
 o
f
 B
u
r
g
u
n
d
y
,
 
L
o
n
d
o
n
,
 
L
o
n
g
血
an,

1
9
7
3
 (

n
e
w
 ed., 

W
o
o
d
b
r
i
d
g
e
,
 
Boydell, 

2002) 
;
 SC

H
N
E
R
B
,
 L
’E

臼
t
b
o
u
r
g
u
i
g
n
o
n
 ;

 

L
E
C
U
P
P
R
E
-
D
E
S
J
A
R
D
I
N
,
 E., 

L
e
 r
o
y
a
u
m
e
 i
n
a
c
h
e
v
e
 des d

u
e
s
 d
e
 

B
o
w
 ({Ogne 

(X.刀
~Xi-!>

SI・
品
cles),

Paris, 
Belin, 

2
0
1
6
 ;

 ST
E
I
N
,
 R., 

M
a
g
n
a
m
.
’m
o
u
s
 D
u
k
e
s
 a
n
d
 R
i，剖’・ng

States. 
T
h
e
 Unification 

o
f
 the 

B
w
r
r
u
n
d
i
a
n
 N
e
t
h
e
r
l
a
n
d
s
 
(1380-1480), 

O
x
f
o
r
d
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P
,
 
2017. 
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／，日
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b
u
r
g
u
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d
i
c
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 ，号、
γ
お

λ
h

『
岳
割

E
右手』

u
’
極
唱
早
韓
舗

U'"l
岬事

E
署
特
「
モ
H
箕
島
整
担
」

ヰミ
4店

時
。
叶
4三

回
命
中

Q
社
栴
’
国
正
＊
＇
ト
再
三
＊
’
民
事
保

u
（
＇
エ
ド
’
「
岳
劃
同
書
ト
ト
、

国円



ー
カ
イ
グ
ズ
」
〉
目
町
耳
目
骨
匠
広
E
E
E
E
富。『
E
K
F冊
。
（
日
〉
国
巳
昌
也

が
網
巌
的
に
紹
介
し
て
い
る
の
で
、

そ
ち
ら
を
参
照
。
】
且

G
m
－4
司
割
当
耳
目
目
釦
・

回。
t!:. 

（
お
）

H
E
O
E
E
』
目
E
4
0
．
z
e
m－－
z
n
E
4
0
。
吋
明
ご
国
間
V
E吾
2
5

E
C
o
z－o
骨

甲

g
n
o
（
日
回
目
3
．
会
。
巴
－
F
n
m
f
v
E宮
・
＝
官
臣
E
－v民・中、

君。戸
MOF閏
骨
、
。
。
ロ
冨
ロ
立
moo回。出
pdHMO品。目角田＠冊目且。唱

（
却
）

z
q
a主
調
喝
4

河内田昌吉田開可
0
・2聞
な

E

東
京
に
も
同
系
列
の
ド
イ
ツ
日
本
研
究
所

（D
I
J）
が
あ
り
、
財
団
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
連
邦
教
育
研
究
省
の
資
金
で
運
営

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
課
題
は
「
現
代
日
本
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
と
い
う
コ

ン
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
研
究
す
る
こ
と
」

で
あ
る
。
以
下
に
述
べ
る
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
を
見
る
と
、
単
に
学
術
情
報
資
源
の
活
用
や
販
売
促
進
だ
け
で
は
な
く
、

自
文
化
発
信
と
異
文
化
受
容
を
学
術
的
・
科
学
的
に
行
う
積
極
的
な
園
家
戦
略
に

も
見
え
る
。
昨
今
の
わ
が
国
に
お
け
る
学
術
研
究
機
関
、
と
り
わ
け
人
文
社
会
科

学
系
の
そ
れ
に
対
す
る
政
府
の
姿
勢
と
は
対
極
の
よ
う
で
あ
る
。

（
引
）
『
耳
咽
固
た
割
当
調
咽
耳
目
。
剛
司
、
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z
s
m
H
b
Z
4
4・E
町

F
吉岡一

（
竹
刀
）
『
耳
－
ua
－
d司
喝
調
。
唱
。
ロ
oEEo目。時間、

（
U
M

）
ガ
ラ
ン
『
ア
l
カ
イ
ヴ
ズ
』

一
二
八
｜
一
二
九
頁
。

（
お
）
ガ
ラ
ン
『
ア

l
カ
イ
グ
ズ
』
五
三
六
一
頁
、
岡
崎
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、

ー
カ
イ
プ
ズ
学
と
は
何
か
」
六
頁
。

（
お
）
ガ
ラ
ン
『
ア
l
カ
イ
ヴ
ズ
』
九
三
九
六
頁
、
註
因
。

（
竹
山
）
宮
骨
冒
．
＝
m
H
O
E
S
E
S陶且
O
B
O
E巴
E
－zpb邑－
P
E持
－
面
白
日

H曲、

V品
目
伴
者
向
田
町
内
副
回
開
目
”
宮
G
E
F
E
E
d昌
moognr肖
昨
守
国
首
位
。
長
匂
闘
に

国
2
v
z
n
v
z泊。。
z
z
r
b
E
l
g骨。
l品。
losamOEOE

（
苅
）

Z
G
m．～
E
E
E
4
E
B宮内同
O
R
P苫
M
E
M
E
B巴
MHhkrB回
。
ロ
ニ
且

G
m．h

EOVH40Eo宮
崎
吉
田
o
E
m－E
－o
E己
中
『

い
ず
れ
の
県
文
書
館

H
Pも
ほ
ぼ

同
じ
で
、
「
探
す
囲
内
苫
F
2
0
F
Z」
↓
「
分
類
毎
に
探
す
担
保
高
Z
E
Z
唱
R

E母。

内田
O
O
Z
E
O
B
O
E」
↓
「
公
文
書

P
R
F
2
2
司
己
正
直
g
m」
↓
「
一
七
九

O
年
よ

り
士
口
い
セ
リ
田
宮
g

E
号

5
2
（自一広
E
O
E
2
2
4由
。
）
」
↓
「
セ
リ
B

国
骨
官
回
」
。
な
お

コ
ー
ト
・
ド
ル
県
文
書
館
は
第
三
代
公
フ
イ
リ
ッ
プ
の
宰
相

＝
コ
ラ
・
ロ
ラ
ン
の
館
で
あ
り
、
そ
の
後
市
庁
舎
と
な
っ
て
い
た
。
現
在
そ
の
大

広
聞
が
閲
覧
室
で
、

一
七
六
六
年
に
一

O
歳
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
演
奏
し
た
部
屋

36 

で
あ
る
。

（
お
）
匡
耳
目
戸

F
I国
・
『
由
。
里
民
・
』
－
－

h

ゐ：G
E
S
t。句、貯ぜ古川町。

h
O
B。
田
昌
E

Z
民
自
足
。
号

P号、
E
』
h6・
p
h
同
宮
雷

R
p
t
匝
E
E
b

色
町
何
回
。
日
時
Gh臣、

aE－－
F
b
d岳民
3
3
E
E也
雪
見
mhto
旬
、
国
百
斡
宮
E
h同
部
臣
居

。
皆
年
H
h
R
t．』
NdkE語
句
乱
。
喝
、
回
目
屯
E
R
E
E足
音
国
hhmH
司

E
H
P

ロ
Z
阿国

λ
E
0・
H・
H・
刷
。
柄
、
NNE－h官民
図
書
弘
司

h
q
n
t
h－
む
砺

』uh両
日
屯
ぬ
問
答
骨
足
町
、
Rhp問、』
uh昔
話
凶
亡
、
R
』円

S
h凶

q
g
n祖国
DDH

P
R・
N
・－

a』E
E
n
t
h
E骨
号

〉

h
q
A
H国営・

ア

（
初
）
宮
骨
冒
．
＝
4
3
4
F
B
E
E－
宮
山
立
官
官
民
官
官
民
－
Z
E－
総
務
省
「
市
町
村
合
併

資
料
集
」
。

（
制
）
こ
の
点
、
合
併
前
に
多
く
の
町
史
や
村
史
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、



山
田
渉
氏
か
ら
ご
教
示
を
頂
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
も
中
小
の
コ
ミ
ュ

I
ン
に
「
郷

土
史
」
的
な
類
の
も
の
が
見
出
さ
れ
る
が
、
わ
が
国
同
様
、
内
容
の
学
術
性
に
つ

い
て
は
千
差
万
別
で
あ
る
。
同
氏
に
は
そ
の
他
に
も
貴
重
な
ご
助
言
を
頂
い
た
。

記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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『
耳
喧
m 

肴
肴
肴
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空L
恥
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e‘ 
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（日間）

玉
井
哲
雄
「
都
市
の
計
画
と
建
設
」
朝
尾
宜
弘
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
日
本
通

史
』
第
一
一
巻
（
近
世
二
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
年
、
六
九
一

O
六
頁
。

｛川相）

よ
り
詳
細
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
花
田
洋
一
郎
「
中
世
後
期

フ
ラ
ン
ス
都
市
行
財
政
諸
記
録
の
性
格
と
機
能
に
つ
い
て
都
市
会
計
簿
と
都
市

議
事
録
を
中
心
に
」
『
西
南
学
院
大
学
経
済
学
論
集
』
四
四
回
、
二

O
一
O
年、

八
七
｜
一
二
三
頁
。

（
江
町
）
地
方
晶
、
都
市
の
出
版
事
情
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
リ
ル
と
デ
イ
ジ
ョ
ン
の
事

例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
前
者
は
こ
の
聞
の
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
二
一

O
年
近

く
に
及
ん
で
都
市
史
全
四
巻
が
出
版
さ
れ
た
が
、
中
世
ま
で
の
第
一
巻
は
大
学
出

版
会
か
ら
、
第
二
・
三
巻
は
プ
リ
ヴ
ア
社
か
ら
、
第
四
巻
は
別
の
出
版
社
か
ら
出

て
い
る
。
J

日
開
Z〉
国
U
・
「
（
島
町
Y

N間
h司
官
官
舎
』
紅
白
同
p
晶
君
】
・
W
5
4
0
1

5
8

（

F
F
b－a
s
E
h吋宮崎
b
h
S乱
闘
。
匝
E
叫
色
町

S
青山。
h司
令
悶

E
F
a
o
E

宮
内
田
町
・
図
書
w
o
o－
困
，

o
d国
D
C
H
Z・
F
E
0・
司
同
VH
島
o
E
『

mn巨
匠
恥

pum

－0許可
E
耳
目
ぽ
E
E
V回
目
巴
E
m
n同O
E－－
0・
2
R
R
P
5
4
0

唱

F
F
b
o

。
』
知
見
2
・C悶
皆
陣

b
t
g
u
A吉
弘
冒
険
官
官
E
6
む九割阿国色目
HUWHh

－E－－
0・国・

D
H
E
E
F己。百四
0・
P
皆
同
F
H国国
H
二－

E
・』い司骨・
0
骨
匂
弘
司
旨
E

E

む
河
Hh，H』
hH
」．－
V己
E

F
】u
E
S
F
H由
也
土
仲
・

H4・
匂
間
同
問
。
包
広
島

E

車問
h
R
h
H
h
H
N
F
E舟
v
『P
E
E
－
”
庄
司
・
君
。
。
J

円
目
冨
・
国
H
F
K同
国
・
】
川
向
冨
・

MMO耳
目
L
g
e
u
C同k
r

由
”
同
信
H
Y

国
E
E語
色
。

b
4
3
9己
E
m
0・

HMZ4釦
F
H恒国
4
（HO
仇
山
内
回
同
窓
戸
）
一
回
同
。
国
〉
国
U
・1

『・（
ι宵
Y

同
MVEbJmtohh

同国
σ
E官
官
0・、宮居
E
g
o－
P
吉岡
F
呂
田
国
・
（
H
O
E
H申
4
S・

（日刊）

E
宮
苦
場
調
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E
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（
円
引
）
近
年
、

し
ば
し
ば
「
メ
デ
ィ
ア
テ
ツ
ク
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

［
付
記
］

本
稿
は
、

J
S
F
S科
研
費
十
司
区
同
CMHH4
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
呆
の
一
部
で

あ
る
。
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